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第８回小林市・高原町・野尻町合併協議会次第 
 

１ 開  会 

 

２ 会長あいさつ        小林市長  堀 泰一郎 

 

３ 議  事 

① 報告事項 

報告第２１号  第７回小林市・高原町・野尻町合併協議会以降の経過について…２ 

報告第２２号  保健・医療関係（医療）について…………………………………別冊 

② 協議事項 

協議第５６号   一般職の職員の身分の取扱いについて……………………………４ 

協議第５７号   特別職の職員の身分の取扱いについて（行政委員会を除く）…７ 

協議第５８号   使用料、手数料等の取扱いについて……………………………１２ 

協議第５９号   公共的団体等の取扱いについて…………………………………１４ 

協議第６０号   補助金、交付金等の取扱いについて……………………………２０ 

協議第６１号   自治会・行政連絡機構の取扱いについて………………………２２ 

協議第６２号   児童福祉関係について……………………………………………２４ 

協議第６３号   その他の社会福祉関係について…………………………………２６ 

協議第６４号   保健・医療関係（保健、健康づくり）について………………２８ 

協議第６５号   その他関係（住民）について……………………………………３０ 

協議第６６号   その他関係（選挙）について……………………………………３２ 

協議第３１号の１ 障害者福祉関係について…………………………………………３４ 

 

③ 確認事項 ……………………………………………………………………………３６ 

１．第９回小林市・高原町・野尻町合併協議会の開催について 

 

４ そ の 他 

 

５ 閉  会 
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第８回 小林市・高原町・野尻町合併協議会 出席者 

 

小林市・高原町・野尻町合併協議会委員 

 

 １．会 長 小林市長   堀 泰一郎    １６．委 員      入佐 廣登 

 ２．副会長 高原町長   日高 光浩    １７． 〃       清水 公雄 

 ３． 〃  野尻町長   長瀬 道大    １８． 〃       前原 淳一 

 ４．委 員        中屋敷 慶次   １９． 〃       竹之内 昭一 

 ５． 〃         小畠 利春    ２０． 〃       丸山 崇 

 ６． 〃         西道 紀一    ２１． 〃       瀬戸口 美智子 

 ７． 〃         久保田 恭弘   ２２． 〃       原田 富雄 

 ８． 〃         首藤 美也子   ２３． 〃       淵上 貞継 

 ９． 〃         松元 朝則    ２４． 〃       福本 誠作 

 １０．〃         永野 本助    ２５． 〃       杉元 豊人 

 １１．〃         種子田 與市   ２６． 〃       赤崎 峯雄 

 １２．〃         西岡 長成    ２７． 〃       見越 南州男 

 １３．〃         下別府 明    ２８． 〃       楠元 フタミ 

 １４．〃         龍神 豊美    ２９． 〃       竹山 昭徳 

 １５．〃         坂下 実千代    

 

 

 （ 顧 問 ） 

 

宮崎県市町村合併支援室長  坂本 義広   宮崎県西諸県農林振興局長  後藤田 悦男 

 

 

 （ 幹 事 ） 

 

小林市 末元 三夫     高原町 福留 宜文     野尻町 吉田 哲幸 

    肥後 正弘         高妻 経信         内村 明生 

    殿所多美雄         久保田芳人         谷元 弘朗 

    南﨑淳一郎 

久米 勝彦 

 

 （ 事務局 ） 

 

事務局長   倉園 凡生      事務局員   野口 健史 

事務局次長  谷川 浩二       〃     柴内 敏彦 

事務局員   鶴水 義広       〃     芝田 和之 

 〃     税所 將晃       〃     馬場 倫代 

 〃     水町 洋明       〃     楠元いず美 

 

 （ 欠席者 ） 

 

委員  山田 福雄（小林市）      委員  坂本 新平（小林市）  

委員  高岩 都津子（小林市） 

 

以上 （ 敬称略 ） 
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午前１０時００分開会 

 

 皆さんおはようございます。ご案内をいたしました時間となりましたので、ただ

いまから会議を始めさせていただきます。 

 本日は、合併協議会にご出席いただきまして大変ありがとうございます。私は、

本日の進行役を務めさせていただきます計画グループの鶴水と申します。よろしく

お願いいたします。 

 会議に先立ちまして皆様にお願いをいたします。携帯電話をお持ちの方は、電源

をお切りになるか、マナーモードにしていただきますようお願いいたします。ま

た、傍聴の皆様は、傍聴規程に基づき、静かに傍聴くださいますようお願いいたし

ます。 

 まず、本日の会議につきましては、２７名の委員の皆さんがご出席でございま

す。したがいまして、小林市・高原町・野尻町合併協議会規約第１０条の規定によ

りまして、本会議は成立しておりますことをご報告申し上げます。 

 それでは、最初に、本協議会の会長であります堀小林市長にごあいさつをお願い

いたします。 

 皆さん、おはようございます。本日、第８回の合併協議会を開催するにあたりま

して、一言ごあいさつを申し上げます。 

 合併協議もいよいよ終盤に差しかかってまいりましたが、委員の皆様方の深いご

理解とご協力により、おおむね順調に協議が進んでおります。今回でほとんどすべ

ての協定事項、項目について協議が終了をする予定であります。これもひとえに皆

様方の昼夜を分かたぬご尽力のたまものであり、心から敬意を表しますとともに、

深く感謝申し上げます。 

 その中で、特に保健・医療関係の公立病院の取扱いにつきましては、首長会、幹

事会合同会議等におきまして鋭意協力・協議を重ねているところであります。この

問題は西諸の地域医療の根幹にかかわる重要な課題でありますが、ご承知のとお

り、全国的な医師不足に伴う医師確保の問題、公立病院経営に関する見解の相違等

により調整が難航をしておりまして、今後の合併協議への影響も懸念されるところ

であります。 

 詳細につきましては、後ほど報告事項に追加する形で、経過等につきまして報告

をさせていただきたいと考えております。 

 本日は、このほか一般職・特別職の身分、補助金、交付金、自治会、行政連絡機

構、児童福祉等の１２項目について提案をさせていただきます。協議事項も多く、

午前中からの開催ということで、委員の皆様方には大変ご苦労をおかけいたします

のが、熱心なご議論を賜りますようお願いを申し上げまして、会長としてのあいさ

つにさせていただきます。ありがとうございました。 

 どうもありがとうございました。 

 それでは、早速議事のほうに入らせていただきます。 

 協議会規約第１０条第２項の規定によりまして、会長が会議の議長となると定め

ておりますので、これから会長のほうで議事進行についてよろしくお願いしたいと

思います。お願いいたします。 

 規約の定めるところによりまして、私が議事を進めさせていただきます。ご協力

をよろしくお願いを申し上げます。 

 また、会議録作成上の都合によりまして、意見やご質問をされる委員の皆様方

は、氏名をおっしゃった後に発言をしていただきますようにお願いを申し上げま

す。 

 それでは、まず会議録署名委員の指名をさせていただきます。 

 会議録署名委員は、野尻町の杉元豊人委員と小林市の種子田與市委員にお願いを

いたします。 

 ここで、協議に先立ちましてお諮りをしたいと思います。会議の傍聴につきまし
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ては、原則公開としておりますが、本日の会議を公開としてよろしいかどうかお伺

いをいたします。ご意見はありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 ご意見ありません。ご異議なしと認めます。よって、本日の協議会は公開という

ことにさせていただきます。 

 それでは、会次第によりまして、以後、協議を進行させていただきます。 

 また、傍聴の皆様方にお願いをいたしますが、発言あるいは拍手などは議事進行

の妨げとなりますので、慎んでいただきますようお願いを申し上げます。 

 それでは、まず報告事項についてでありますが、報告第２１号第７回小林市・高

原町・野尻町合併協議会以降の経過について、事務局の報告を願います。 

 協議会資料の２ページをお開きください。 

 報告第２１号第７回小林市・高原町・野尻町合併協議会以降の経過について。 

 第７回小林市・高原町・野尻町合併協議会以降の経過について、別紙のとおり報

告する。 

 別紙というのが次ページの３ページでございます。ここに一覧にしてございます

が、首長会、部会、分科会等を含めて６回の会議を持ちましたことを報告いたしま

す。 

 以上です。 

 お聞きのとおりですが、今の報告につきまして何かご質疑があればお出しくださ

い。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ご質疑もないようでありますので、報告第２１号につきましては報告のとおりご

承認いただきたいと思います。 

 次に、本日追加でご報告をさせていただきますが、報告第２２号保健・医療関係

の（医療）について、私のほうから、公立病院に関する協議経過の概要及び小林市

の見解についてお話させていただき、あわせて日高町長より、高原町の見解につい

てご報告をお願いをいたしたいと思います。 

 それでは、私が先に報告をさせていただきます。 

 本日、皆様方のお手元に配付しております追加報告資料に基づきまして、報告第

２２号保健・医療関係（医療）のうち、公立病院に関するこれまでの協議経過及び

小林市としての見解につきましてご報告申し上げます。 

 このことにつきましては、小林市、高原町においてそれぞれの立場で調査研究し

ながら、８月の１２日から９月２９日にかけまして、１市２町による首長会と首長

会、幹事会合同会議におきまして、４回にわたって鋭意協議をしてまいりました。 

 その中で、高原町の見解としましては、住民説明会において、町立病院は現在の

状態で存続させ、病床を確保してほしいとの町民の声が多かったこと、高原町の病

床は町立病院が５６床、民間が１７床の計７３床という現状で、地域医療の拠点で

ある町立病院の存続は重要であることから、公立病院として現状維持、現行体制の

まま新市に引き継ぎ、公立病院改革ガイドラインによる改革プランの期間である

５年以内に新市において調整するということを強く要望をされております。 

 また、医師の給与については、高原町は町立病院の医師確保のため、長い歴史の

中で医師給与を手厚く処遇してきており、医師給与の問題は医局との調整も必要に

なることであります。医師給与を小林市の制度に統一すると医師確保に問題が出て

くることが予想され、医師の確保はできれば病院の存続そのものが危うくなるた

め、当分の間は現行の医師給与のままお願いをしたいとのことであります。 

 再度言い直します。医師の確保ができなければ病院の存続そのものが危うくなる

ため、当分の間は現行の医師給与のままお願いをしたいということであります。 

 さらに、医師の派遣については、高原町が鹿児島大学医局に確認したところ、現

行体制の町立病院であれば、これまでどおり医師を派遣するとの回答を得ていると

の見解であります。 
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 一方、小林市の見解といたしましては、市立市民病院は平成２１年度から公営企

業法の全部適用となるため、合併した場合、組織は１つ、給与は一本化しなければ

ならないこと。２つの病院機能を存続させるためには高原町立病院は別の経営形態

とし、現院長を中心とした現行の体制による指定管理者制度とするなど、経営形態

の見直しも含めた検討が必要であること。市民病院は、人件費が６０％を占めてお

り、高原町に合わせた医師給与の引上げによる一本化は難しいこと、また医師の確

保の問題として、必要な１９名の医師のうちまだ数名の医師は確保できていない現

状であり、一方で合併すれば新市は２つの病院で約２００床規模となるため、病床

数に応じた医師の確保ができるか心配であること。 

 鹿児島大学に医師派遣を維持していただくようお願いをいたしましたが、研修医

制度の改正等により、大学側も医局員が減少しているため、これまでどおり体制の

派遣は難しい状況であるとの見解であったこと、給与の一本化と医師の確保は両立

できないことなど等を主張してまいりましたが、現時点では、高原町側のご理解が

いただけないところでありました。 

 野尻町の見解としましては、公立病院については難しい問題であり、両市町の気

持ちはよくわかるが、合併した場合は１つの自治体に対する医師派遣は減らされる

のか心配であるという見解であります。 

 以上のような１市２町の見解を踏まえた上で協議をしてきたところであります

が、資料の２ページにありますように、合併に伴う問題といたしまして、現時点で

９点の課題が考えられるところであります。 

 まず１点目に、合併後、１つの市に２つの公立病院となった場合、医師派遣の減

員により全体の医師派遣枠の減が懸念され、公立病院としての病院の存続にかかわ

る問題が出てくることであります。 

 ２点目として、全国的な医師不足の中で、鹿児島大学としても医師派遣が非常に

困難な状況になっており、今後は医師過重労働を緩和するためにも、医師の分散を

避け、拠点の集約化が必要であるとの見解であります。 

 ３点目として、大学からの医師派遣がなくなれば、二次救急医療体制の維持をは

じめ、西諸の地域医療に多大な影響が出てくることであります。 

 ４点目として、公営企業法の全部適用では、２つの公立病院の給与体系を一本化

しなければならないが、仮に高原町の医師給与を下げて小林に合わせて調整した場

合、現在の医師が残る保証がないということであります。 

 ５点目として、一方で仮に小林市の医師給与を上げて高原町に合わせて調整した

場合、年間５,０００万の財源が必要となるため、今後の市民病院の財政計画から

見ても、医師給与の引上げによる給与表の一本化は難しいということであります。 

 ６点目として、小林市立市民病院は、平成２１年４月から公営企業法の全部適用

に移行いたしますが、仮に高原町も組織、給与等を一本化し、公営企業法の全部適

用に移行する場合は、合併までに準備を進める必要が出てくるということでありま

す。 

 ７点目として、公営企業法の全部適用による組織の一本化や給与の調整等をせ

ず、高原町立病院が合併まで指定管理者制度を導入するには、高原町としては制度

導入に係る諸問題や時間的な制約等に困難が予想されるとお考えであるということ

であります。 

 ８点目として、高原町立病院が指定管理者制度を導入した場合、現在の看護師等

の職員の雇用問題等が出てくるということであります。 

 ９点目として、高原町民は現行規模、現行体制での町立病院の存続を望んでいる

ため、経営形態を公立病院から指定管理者制度に変える場合、町議会や住民への説

明が必要となるということであります。 

 以上のように、公立病院問題における合併に伴う課題は山積しており、合併準備

作業や電算システム統合をはじめ、厳しい合併協議スケジュールの中で公立病院問

題だけを先送りをするという形で合併協定調印することはできないため、合併協議
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が暗礁に乗り上げているのが現状であります。 

 失礼しました。また、小林市の見解といたしまして、根本的問題として、全国的

な医師不足の状況の中に、合併のいかんにかかわらず、市民病院の医師が確実に確

保できるのかという不安があり、仮に医師が確保できない場合、二次救急医療体制

の維持をはじめ、西諸の地域医療が根底から揺るぎかねない憂慮すべき事態になる

のではないかと懸念をいたしております。 

 このことはすなわち、小林市立市民病院の存続問題だけにとどまらず、高原町立

病院からの患者の受入れもこれまでのようにはできなくなるということであり、こ

のことにより地域医療が崩壊すれば、西諸全体に多大な悪影響を及ぼすことになる

わけであります。 

 このように、公立病院問題につきましては、西諸の地域医療のあり方と今後の合

併協議の行方を左右する大変重要な課題であります。私は、小林市長として、高原

町長に対し、新しい市としての２つの公立病院の機能を残すために、経営形態はど

うあるべきなのか、救急医療をはじめ、西諸地域医療の確立のためにはどうすれば

いいのかという点について十分熟慮していただき、何とか調整に向けてご努力をい

ただく方向で前向きにご検討いただけないかと切にお願いをしてまいりました。 

 ９月２９日の首長会における現段階での協議内容は、小林市としては高原町立病

院の現行規模と体制を維持することと、西諸地域の医療体制を考えた場合、町立病

院は現院長及び現行体制による指定管理者制度を導入されたほうがよいのではない

かと考えております。職員の雇用問題をはじめ、制度導入に係る諸問題は、合併ま

での１年半にお互いに研究し検討していけば調整することは十分可能であると考え

ております。 

 高原町としては多くの町民からの要望のとおり、町立病院の現行の規模と体制を

維持していただきたいという主張であります。野尻町としては、小林市、高原町が

それぞれ言われることに理解を示すが、このことが合併の支障になってはいけない

と。約８割の協議を終えている状況で、何とか努力をしていただきたい。合併を成

功させたいというお考えであります。 

 以上のような協議を踏まえて、高原町が指定管理者制度の導入について、現院長

ともご相談をされ、議会や町民の方々にご説明、意見を集約してから再度協議をす

るための時間をいただきたいということでありましたので、私としては、厳しい協

議スケジュールでありますけれども、少なくとも１０月２１日の首長会、幹事会合

同会議までに検討結果をご回答いただくことを条件に、合併期日における現院長及

び現行体制での指定管理者制度の導入について前向きなご検討をお願いしたところ

であります。 

 高原町としては明日１０月１０日から１０月１６日までの５会場において住民説

明会を開催される予定であるとお聞きしております。 

 なお、高原町としての見解及び住民説明会に対する方針、対応等につきましては

日高町長よりご報告をお願いいたします。 

 以上のとおり、公立病院に関するこれまでの協議経過及び小林市としての見解に

つきましてご報告いたしましたので、皆様方の深いご理解とご協力を賜りますよう

お願いを申し上げます。 

 以上であります。 

 おはようございます。ただいま小林市長さんから首長会、幹事会におきます２つ

の公立病院問題についてご説明があったところでございます。高原町といたしまし

ては、昨年の１０月から１１月、１９日間、２０会場におきまして、住民説明会に

おいて、合併における合意形成を図り、説明を行ってきたところでございます。 

 そういう中で、高原町立病院問題については、ほとんどの会場、多くの町民の皆

様から現体制、いわゆる公立病院での存続、現行規模の存続を強く望まれたところ

でございます。 

 そういうことで、私これまで協議に参加をさせていただきながら、高原町民の熱
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い思い、町民の負託を受けまして協議に参加をいたし、高原町民の思い、高原町の

考え方を述べさせていただきました。そして、今後ともまた、いろんな形を踏まえ

まして、町民の意向を把握いたしながら説明をしてまいりたいというふうに考えて

おります。 

 まず、小林市長さんからただいまございましたが、２ページにございますよう

に、小林市長さんの見解、小林市といたしましては高原町立病院の現行の規模と、

体制を維持することと西諸地域の医療体制を考えた場合、町立病院は現院長及び現

行体制による指定管理者制度を導入されたほうがよいと考えるという小林市のご意

見でございます。 

 そのことを受けまして、高原町といたしましては、小林市・高原町・野尻町合併

協議会における国民健康保険高原病院事業の取扱いに関する住民説明会について、

１０月１日の区長会文書でお知らせをさせていただいております。現在、小林市・

高原町・野尻町合併協議会が本年４月１日に設置されまして、１市２町の代表でご

ざいます委員の皆様方が日夜を違わず合併に関するあらゆる事項について鋭意協議

を行っていただいておるところでございます。そのことにつきましては心より敬意

を表する次第でございます。 

 こうした中、協議会に提案する協議事項の最終調整を行う首長会、小林市長、高

原町長及び野尻町長の３者会議で、小林市民病院と高原町立病院の取扱いについ

て、８月１２日から９月２９日までの間４回にわたり病院の存続等について協議を

行ってまいりました。 

 最初に、町立病院の設立から現在までの経緯を簡単に説明させていただきます。

高原町立病院が開設されましたのは昭和２５年でございまして、宮崎県内の市町村

立病院では串間市民病院に次ぐ歴史を有する公立病院でございます。昭和２５年と

申しますと、日本は戦後の混乱期にあり、依然として結核が死因の第１位でござい

ました。伝染病も頻発し、平均寿命がやっと６０歳を超えた時期でございます。高

原町立病院設立以来６０年近くにわたり、地域医療の拠点として地域住民の健康保

持のため貢献してまいったところでございます。 

 このような経緯を経まして、町立病院は施設の老朽化に対応し、またさらに充実

した医療サービスを提供するため、平成１７年度から３カ年の継続事業により病院

建物の改築を終え、平成１９年３月１日から新館にて事業を開始し、１年と７カ月

が経過しておるところでございます。 

 診療体制といたしましては、救急医療、慢性期医療、夜間診療、在宅医療等の医

療ニーズに応え、また人間ドック事業におきましても現院長が就任された翌年でご

ざいます平成元年度より開始し、現在定着し、西諸医療圏域の予防医療の一翼を担

っているところでございます。 

 私は、昨年１０月から１１月にかけまして開催いたしました合併住民説明会にお

きまして、１９日間２０会場において、町立病院の取扱いについて説明をしてまい

りました。 

 まず、小林市民病院と町立病院は機能分担がされており、市民病院改築後も２つ

の病院の医療連携で地域医療の確保に邁進できること。 

 ２つ、西諸医療圏における入院ベッドの許可数が、高原町が最も少なく、町立病

院がなくなるようなことになりますと、さらに減少し１７床だけになること。１つ

の市に２つの公立病院が存在することは法的にも許されていること等を説明し、合

併協議会では町立病院の存続を強く要望していくことを約束させていただきまし

た。 

 私の説明に対し、住民説明会に出席された町民の方々からは、合併後、町立病院

は存続できなくなるのではないか、合併後の西諸地域の医療体制はどのようになる

のか、合併後も院長先生は町立病院に残ってくださるのか、町立病院は診療所にな

るのかなどの町立病院の存続を強く要望するご意見、ご希望が多く出されたところ

でございます。 
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 このようなことから、私は合併協議に臨む町長の姿勢としまして、また町民の負

託を受け町立病院は現行体制のまま、いわゆる公立病院で新市に引き継いでいただ

くことを、合併協議における首長会、幹事会の中で再三にわたりお願いをいたして

おるところでございます。 

 これまでに、８月１２日から１０月９日にかけて４回の首長会、幹事会が開催さ

れましたが、小林市長さんの見解としては、町立病院の現行の規模と体制を維持す

ることと、西諸地域の医療体制を考えた場合、町立病院は現院長による法人を指定

管理者とする指定管理者制度を導入されたほうがよいと考えるとの意見が出されて

おり、これまで調整に苦慮いたしておるところでございます。 

 このようなことを踏まえまして、私は町立病院事業の取扱いにつきましては、町

民の皆様にこれまでの協議の経緯やこれからの方針について十分なご理解をいただ

くために、１０月１０日より高原町内における各小学校区ごとに説明会を実施いた

し、１０月２１日、回答をさせていただく予定といたしております。 

 以上でございます。 

 小林市並びに高原町の見解を今説明をしたわけでありますが、ただいま報告いた

しましたことについて何かご質疑があればお出しください。松元さん。 

 小林市の松元です。大変厳しい困難な問題に今直面しているわけですけれども、

実は夕べ、奇しくも私のうちには高原町の方がご夫婦でおいでになりまして、一体

全体指定管理者制度って何だと。俺たちは今、日高町長が報告されたとおり、高原

の町立病院をそのまんま残してほしいんだと、こういうお話を縷々されました。

３時間ほどおられたんですけれども、その間、また高原町の職員の方から抗議の電

話がありました。何であんたはおれたちの町立の病院を指定管理者にするんだ。職

員を首切るのかと、いきなりこう言われたもんですから、何をおっしゃっているん

ですかと、もうそこまで話が私は、町内では進んでいるのかなと思ったんです。 

 私は思ったんですけれども、１つの市に２つの病院を経営を維持していくという

のは、私は極めて困難だと、私は思います。じゃ、その中でどんなふうに病院を体

制を整えるのかと、これは極めてまた厳しい問題です。一方では、県の医療計画も

４月に見直しがありました。７つの圏域を部分的には４つに集約です。特に私ども

小林市が抱えています、あるいは西諸のと言ったほうがいいと思いますけれども、

小児救急、周産期医療、これは都城に集約していくよと、こういうことになってい

るわけです。ほんとに西諸の全体の医療体制、関係者の意見がほんとに集約された

計画に私はなっていないと思っているんです。勝手に、失礼ですけれども、県はそ

ういう計画を立てておられます。 

 そういう将来的な問題もいろいろ加味して考えていきますと、それぞれが、高原

町立病院が、日高町長がおっしゃるとおり、今日まで２５年からずっと営々として

経営されてきた経緯（「２５年じゃない。昭和２５年から」と呼ぶ者あり）昭和

２５年からですね、はい。 

 で、あと小林が西諸の中核病院としての性格を帯びていろいろやってきた。それ

ぞれがやっぱりそれぞれの役割を私は果たしてきたと思っているんです。 

 ただ、私は、夕べ来られた方が、指定管理者制度そのものを中身がよくわからな

いと、実はこうこうこういう形態ですよ、一部適用とかあるいは公立病院の全部適

用とか、そういう問題を全部ひっくるめて私は３時間いろいろお話をしたんですけ

れども、そしてもう一つは、やっぱり決定的には、将来予測の中で、財政ですね、

これはもう先般財政シミュレーションも出されていますけれども、やっぱりそうい

う将来的な厳しい財政状況をやっぱり根底に据えた議論というのが私はないと、一

つ病院だけ別個の扱いということにはならないんだろうと私は思うんです。 

 そういった意味で、日高町長にお聞きしたいのは、住民説明会をされるというこ

となんですけれども、私も文書をいただいているんですが、高原町の方が夕べ持っ

てこられましたので。 

 この中で、説明会のこの町民の皆さんに対する案内文書の中で、要するに指定管
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理者そのものがもうだめなんだというお考えのようなんですけれども、全くもうこ

れ選択肢はないのか、そのことを町長にはお聞きをしたいなと。はなっからもうこ

の文書を見ますと、こう書いていますね。最後のところ、「しかしながら指定管理

者制度の導入には移管先、指定管理者の決定条件に関する事項や病院移管に伴う事

務処理等の多くの課題があるため、現時点においては非常に困難である」と、こう

おっしゃっているんです。そういう考えのもとに住民説明会をされるということな

んですけれども、そうなりますと、もうはなっから説明会というのが、ある面では

もう結論じみた形になってしまう危険性はないのか、そのことを私は少し心配する

んですが、どういうふうにお考えか。 

 松元委員さんのご質問にお答えいたしたいと思います。 

 私、指定管理者制度というのは将来的には、当然いろんな形で、いろんな分野に

おいて導入されるべき制度であるというふうには認識をいたしております。ただ

し、現時点におきましては、いわゆるお医者さんの確保ということにつきまして、

医師の偏在、そしてまた地方へのお医者さんが行きにくい状況というのが現在ある

ところです。 

 そういう中で、高原町立病院といたしましては、これまで現院長先生を中心に、

そしてまた鹿児島大学医局との長いお付き合いの中で医師確保がなされてきておる

ところです。そして、現在の医局における医師の派遣システムということを考えま

したときに、やはり長い間に培われた、構築された医局と公の病院との深い絆があ

るという、医療体制であるという、派遣体制であるというふうに認識をいたしてお

るところです。 

 そういう中で、指定管理者となりますと、民間、民営になります。公立病院でな

くなるということがございます。そういう位置づけの中で鹿大医局及び現在の派遣

システムというのはやはり地域医療の実情に鑑み、そしてその地域の困窮性に鑑み

て医局の派遣が、公立病院を優先に派遣されておる現在のシステムであるというふ

うに認識をいたしておるところでございます。 

 そういう中で、指定管理者制度となりますと、公の病院の次のランクに位置さ

れ、医師の確保ということに非常に将来的な不安、危機感を覚えます。そしてま

た、指定管理者制度におきまして、現在のお医者さん方が残ってくださるかという

ことについても、私、正直言って不安、危機感を覚えます。そのような体制からお

きまして、高原町民が、そして高原町立病院を利用されております高原町外の皆様

方の医療ニーズに応えるためにも、現在の公立病院で存続をさせていただき、将来

においてはいろんな制度の中での検討が求められるというふうに考えております。 

 以上です。 

 ついでにというわけではありませんけれども、長瀬町長にお尋ねしいんですけれ

ども、野尻町の見解というのは２、３行しか書いてないんですけれども、見解とい

うよりも私は感想的なことしか書いてないと思っているんです。要は、３市町で合

併していこうとして今日まで協議を積み重ねてきたわけでなんですけれども、ぽん

と中に入っていただいて、調整役といいますか、そういうのはできないんですか。 

 確かに野尻町には公立病院がございませんので、割と突っ込んだ意見を述べると

ことができる立場にあると思っております。 

 ただ、小林の市長さんからも、西諸全体医療の問題、お聞きしますと、なるほど

そうなのかなと。これがもしおっしゃいます、心配されるようなことになります

と、西諸全体の現在の医療体制が崩れることになるわけでございますから、これま

た非常に心配でございます。 

 一方では、高原町長さんの今、いろいろ説明があったとおり、民間の病院が非常

に少ない。ベッド数も１７床しかない。そういう中で現在の町立病院が指定管理者

制度になった場合に、果たして今の体制が維持できるのかどうか、多くの町民の

方々が心配されるというお話を聞きますと、これでまたそうなのかなと、非常にこ

れ私、正直言って悩んでおります。 
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 ただ、そういう中でも、やはり西諸全体の医療体制が、これは崩壊するというこ

とは、非常にこれ大きな問題でございますので、市長さんのおっしゃることも十分

私は理解しているところでございまして、ただそういう中で、過去４回の首長レベ

ルの会議があったわけでございますが、なかなか野尻町の立場として仲介という

か、非常に大きな問題でございますので、そこまで介入できないものがあるという

のが現状でございます。 

 ほかにありますか。小畠さん。 

 小林の小畠です。この病院問題は、もう前回のときも話が出て、将来的には診療

所方式とかそういう形になるんではないかなという前町長時代も話が出た経緯もあ

るわけですけれども、今のお二人の方の意見を聞いていると、それぞれ鹿大と協議

をしたわけですよね。そこら辺をもうちょっと煮詰めてもらわないと。高原町長さ

んは医師の確保の問題を非常に不安視されている。小林市側は鹿大と協議をしてこ

れを存続、そのままいくんであれば指定管理者制度しかないというのを鹿大と協議

をしていらっしゃるわけですよね。この辺をもうちょっと煮詰めてもらうといいの

かなというふうには思います。 

 そこで、高原町が明日から説明会でありますので、日高町長にお願いなんです

が、聞くところによると、高原町民は高原の将来の財政のあり方を、説明を受けて

ないんだという話を聞きます。であるならば、将来、例えば単独でいった場合の財

政状況はこうあったから合併をすることになったんだということをまず説明しない

と、前回、町民の動きで、広原が分村するんじゃないかという動きがあったんで

す、僕らも非常に心配しましたが。そこら辺も含めて、合併の意義、この辺もう一

回かみ砕いて住民説明をしていただきたいなと思うのが１点。それと、そういう財

政状況、そして高原町立病院の将来にわたっての財政状況、こういうことも含め

て、町民が理解をした中での合併でしょうから、そこら辺を説明していただくよう

にお願いをしておきます。１０月２１日ですか、そこに回答を持ってくるちゅうこ

とですから、できればいい方向でこの合併が進むことを願っております。 

 それとまた、合併を進めながら、合併期日にあと一年ぐらい余裕がありますの

で、ここでも調整あるいは研究する時間はあるんではなかろうかと、合併をして。

その辺も含めて、議会とも十分協議しながら前向きに、そして合併が成功する方向

でぜひ住民を説得もしなきゃならないと思いますが、そういう状況で説明会に臨ん

でいただきたいなというふうに思います。 

 はい、どうぞ。 

 小畠委員さんのご質問、そして明日からの住民説明会に臨む要望ということで承

ったところでございます。 

 財政状況につきましては、いずれも今１,７００有余の自治体、全国、国のあり

方、そして少子高齢化の急速な進展、人口減少、そういうものを含めて

１,７００自治体余、どこも厳しいものがあるというふうに認識をいたしておりま

す。 

 そういう中で、高原町としての財政状況をお話しするべきじゃないかということ

でございますが、今回は特に合併協議における公立病院のあり方についての調整が

難航しておるということでございますので、そのことを重点的に説明を申し上げた

いというふうに考えております。 

 あわせて、現在、まちづくり小委員会の中で新市まちづくり計画の中で財政シミ

ュレーションと合併における場合の財政投資余力、合併しなかった場合の財政投資

余力等について同じ物差しでシミュレーションができたところでございます。そし

てあわせまして、高原町は住民説明会におきましての、いわゆる高原町の説明会

を、資料をもって説明いたしました。そしてまた、１０月１日に宮崎県が公表いた

しました各市町村、自治体におけるそれぞれの財政状況等について公表があったと

ころでございます。 

 それらを踏まえまして、まず町立病院問題を重点にお話しさせていただきます
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が、町民の皆様からのご質問には、現時点で答えられる直近のお話をできるように

いたしたいというふうに考えておるところです。基本的には、小委員会で出されま

した財政シミュレーションが基本になるのではないかなというふうに考えておりま

す。 

 それと合併のあり方についてでございますが、私も今後の西諸地域の発展という

ようなことの中では、住民説明会においてスケールメリットを生かした、そして地

方分権の推進の中であるべき姿、西諸が埋没しないように、地盤沈下しないよう

に、そして共通の課題にどう立ち向かっていけるのか、そしてお互いの創意工夫の

中で知恵を出し合って新しいまちづくりをしなきゃならないというふうに考えて住

民説明会を行ってまいりました。 

 しかし、高原町において町民の要望が町立病院をまず守っていただきたい、そう

いう中での１つの要望でございます。高原町の切なる要望です。そして私は、１万

３００人の町民の負託を受け、そしてその負託に対して私は合併協議会に臨んでお

りますので、それらのことは十分、町民に私はお答えをしながら、そして説明会を

再度開くことによってそういう町民の負託に対してどう対処すべきか考えてまいり

たいというふうに考えております。 

 それと、町立病院でございますが、１７年度、１８年度継続事業で完成をいた

し、まだ１年半でございます。その改築に当たりましては、公営企業債申請時、い

わゆる病院をつくるとき、１３億３,０００万ぐらいかかっております。そして

１１億４,５００万の公営企業債を借りて病院はでき上がりました。これは町民が

長年待望いたしておりましたし、議会の皆様方のご理解をいただいて今の病院が改

築できました。そういう公営企業債申請時における病院事業収支実績及び計画表に

基づいて借入起債が決定をされたところでございます。 

 そういう中で現在、高原町立病院は、計画に基づいて、計画どおりの進捗をいた

しております。外来患者、入院患者、医業収益、そういうものもございます。そし

て今は、平成１９年度決算におきますと、仮病棟等改築時の仮病棟等の固定資産等

の償却という観点から、非常に赤字決算となっておるところでございますが、５年

後においては黒字ができるという状況で現在進捗をいたしております。そういうこ

とで、高原町立病院については改築が、町民の望むところで、議会のご理解をいた

だいて、今１年半余が過ぎたということをご理解いただきたいと思います。 

 以上です。 

 小畠さん。 

 町長さんの心境は大変だろうというふうに思います。聞くところによると、田中

真紀子さんじゃないですけど、前に行きたいんだけどスカートを踏んでいる人がい

ると、こういうことも何か聞こえてくるような感じもしないでもないです。 

 そこで、やっぱりここら辺は今度は県が中立な立場で、合併を推進するために、

あるいはこの病院を解決するためにアドバイスをしていただきたいなというふうに

も思っておりますので、その辺もよろしくお願いし、質問を終わります。 

 ほかにありませんか。はい、どうぞ。赤崎さん。 

 赤崎です。全国的な話題の中で、公立病院の７割以上が現在病院経営、運営上の

赤字問題を抱えて、耐えて問題解決に鋭意努力されている実態が報道されておりま

す。したがいまして、小林市、高原の２つの病院においても、そういった現状の中

で小林市の新しい病院の竣工に向けて、ガイドラインを中心にしながら鋭意ご努力

いただいているところ、具体的には運営効率化に向けてのネットワークの問題、経

営計画の問題、医師の確保問題等々について市長自らご努力いただいている状況を

耳にしております。もちろん高原の場合もそうだろうと思いますし、そういった中

で両者が相まって共通の問題解決に向けて鋭意努力しながら、合併という大きな方

向に足を進めなきゃいかんのだろうと、こういうふうに考えております。したがっ

て、そのことについてそういう趣旨でぜひ受けとめていただくということがまず第

１点。 
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 あと焦点を絞って高原町長さんに質問させていただきますことは、小林病院の給

与体系と高原町の給与体系、特に専門医職等についての類する給与体系、この実態

格差があまりにもひどい。これは先ほどの新聞紙上の報道でしか僕は情報を持って

おりません。あれを素直に受けとめたときに、実態差があまりに大き過ぎると。片

や小林市の給与体系等については、県病院等々の給与体系とほぼ前後する形での状

況があるということも僕の情報として耳に入っているわけですが、高原の現在の給

与体系がどのような背景の中で現在に至ってきたのか、その辺については住民にも

その辺の格差の実態等についての説明とその背景、そして今後どうあるべきか、絡

めて合併問題をこういう方向で考えて受けとめながら進んでいくんだと。町民の皆

様いかがでしょうか、その辺の問題提起、努力の姿等々について対応されているの

かどうなのか、ぜひかみ砕きながらご案内いただきたい。 

 以上です。 

 全国的な問題について、私は宮崎県の公立病院の開設者協議会の会長を私はいた

しておりますので、毎年全国大会に出場、出会しておりますけれども、先生おっし

ゃったように、約公立病院が１,０００ぐらいあります。１,０００幾つかあるんで

すが、その７割は赤字を抱えているということを言われておりますし、現実に

７,０００億から８,０００億ぐらいの赤字のときは私知っておりましたけれども、

全体で。それをオーバーしているという話も聞いておるんですが、確かに公立病院

の置かれている立場は難しい問題があります。利益を追求するだけではなくて、不

採算部門、つまり採算がとれないけれども市民なり住民のために医療体制は整えな

きゃいけないというようなことから、不採算部門を公立病院は抱えます。したがっ

て、赤字を抱えている病院が７割から８割と言われているこの現状を何とかしなき

ゃいけないというふうには思っております。 

 私のところの病院の人件費は６０％であります。公立病院で５０％を超すと赤字

になるはずだということをよく言われるんですが、高原町立病院さんは──これは

間違っていたら訂正してください。７０％ぐらいだというふうに伺っております。

したがって、やはり自治体を経営をする──病院も大事でありますけれども、自治

体を経営するということになりますと、やはり人件費の抑制等については、考えて

いかなければいけない問題も出てまいりますので、市民が喜ぶから余計給料を払う

ということはちょっと私は、ちょっと小林の場合は考えられませんので、県病院と

は同等あるいは少し多いかもしれません、私のところ。そういう状況でございま

す。ただ、高原病院のことにつきましては私よくわかりませんので、町長さんから

お聞かせいただきたい。 

 赤崎委員さんのご質問にお答えいたします。 

 いわゆるお医者さんの給与、医師給与については、これは長年、歴代の町長、そ

して鹿児島大学医局との、派遣に基づいて紳士的に調整をされ、医師給与が決定を

いたしております。これはいわゆる医師資格取得年数、それらを加味しながら、そ

して医師招聘のために、そして鹿大医局のほうからこの条件ならいいですよという

形の中で給与が決定され派遣をいただいております。 

 そして現在、医師が不足しておるという問題について、そして一番世の中でハー

ドな部門であるということの中で、医師給与処遇の改善、それについてはやはり多

くの課題解決の中で処遇をよくするということは大事なことだというふうに考えて

おるところです。 

 ですから、私は、数字で新聞に出ましたけれども、ほんとに一つのお医者さんの

給与が新聞に報道されたということでちょっと悩みました。しかし、高原町の給与

体系につきましては、現在のお医者さんがその勤務の中で当然必要という額を町長

が決定し、それを尊重し給与ができておるというふうに考えております。 

 今後、医師確保については必ず処遇の改善というものが全国的に求められていく

ものというふうに考えておるところです。 

 以上です。 
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 あと、いわゆる給与費につきましては、今病院事務長から参りましたけれども、

高原町は５６.２％、平成１９年度病院事業会計実績、平成１９年度職員給与費対

医業収益比率５６.２％でございますので、そのように報告させていただきます。 

 先ほど私申し上げたことは訂正をさせていただきます。町長さんのおっしゃると

おりだと思います。 

 ほかにありませんか。はい、中屋敷さん。 

 地方自治体の公立病院経営というのは非常に厳しい状況に置かれているというの

はもう今一般的な常識でございます。アメリカの株相場が大暴落しました。特に、

低所得者層に対する貸付けですね、融資がもう焦げつきが１６０兆も幾らもと言わ

れておりますが、昨日、経団連の会長も、この影響は地方自治体に直接来ると。そ

れで選挙を延ばさなけりゃ、もうこれは大変なことだということをおっしゃってい

ましたが、私たちは今年、大分に研修に参りました。それぞれ首長さんは研修に行

かれた方から聞かれていると思いますけど、大分市の公立病院の取扱いについて

は、佐賀関町が人口１万２,０００です。あそこは合併協議会を立ち上げる前に、

もう既に大事なことはすべて話し合いを決めているわけです。公立病院を民間に委

託してあそこは合併をいたしております。そして今、この前の説明会では、副院長

があとを引き受けて、報酬を２割から３割に下げて今黒字経営だということの報告

を受けておるわけでございます。特に銚子市、千葉県の。あそこは空中分解しまし

た。それは何かというと、人件費が一番大きな比重を占めていたというのが大きな

原因であるわけでございます。 

 そういうことを考えますと、今後、高齢化が進みます。高齢化が進むと福祉関

係、いろいろ関係の予算が増額して、収入は少なくなっていきます。そういうこと

も十分加味して、今回のこの公立問題は話し合っていかなければ、これは大変な状

況に落ちてくるんじゃないかと私も心配いたしております。 

 なぜ地方がこんなに医者の獲得に困難かということを私お聞きいたしましたとこ

ろ、都市部は高度な医療技術を持った医師、いわゆる指導者がいっぱいおるそうで

す。指導者の多いところには医師がどんどんいく。給料は安くてもいくそうです、

勉強のために。ただ、地方はそういう高度な医療技術を持った指導者が少ないか

ら、医師不足を来しているんだということも私は聞いております。 

 今後、私は給料さえ上げれば医師はどんどん来るんだと、医師は獲得できるんだ

と、そういうことを私は今後は当てはまっていかないと思いますよ。そういう点も

十分加味しながら今後協議を前向きに進めていただければと考えております。 

 今朝、私は日向市、日向市が今度合併しましたから、日向市の保健課に電話を入

れて、どういう状況だったのかお聞きしましたところ、私は日向市はやっぱり病院

を所有していると思ったんです。あそこは公立病院はありませんね。東郷町は社会

保険東郷町町立病院を所有しとったわけです。どういうふうに合併したかと申しま

すと、そのまましましたと。ただ、３年以内に公営企業を適用するのか。協議会で

整っておりますという返事が来たわけです。 

 そういうことで、非常にこの病院経営というのは今後大きな、収入が少なくなっ

ていく地方自治体は、これは人口減少を辿っている地方自治体はこれは大変な状況

になっていくんではないかと思っております。そういうことも十分把握されまし

て、今後協議を進めていっていただきたいと考えております。 

 町長さん、どうぞ。 

 ただいま中屋敷議長さんがおっしゃいました医師給与を上げればいいということ

ではなくして、私は現高原町の医師給与は、これまでの長い間、鹿児島大学医局と

の調整の中で決定しております医師給与でございますので、そのことは現在働いて

いらっしゃいますお医者さん等にも深く影響いたします。そして私は現在の医師給

与を尊重いたしておりますので、その点はご理解違いのないようにお願いを申し上

げたいと思います。高原町の医師給与は長年培ってきた鹿児島大学医局との信頼関

係の中で構築されている給与体系ということはご理解を賜りたいと思います。 
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 以上です。 

 ほかにありませんか。はい、どうぞ。首藤さん。 

 小林の首藤です。先ほど高原町長のほうから、今までの経過をずっと聞かせてい

ただきました。高原の住民の方は強く町立病院の維持を願っているということは十

分伝わってきました。町長も病院現行維持の思いを受けて、幹事会、首長会でその

都度維持をお願いしてきて、今回、９月ですか、小林市から指定管理者導入の検討

を受けて住民説明会を行うということで、先ほど松元議員のほうからも、町長の真

意はどうなんですかということでお尋ねになりましたけれども、小林側としての見

解はもうこれしか言えないと思いますし、また、高原町としてもこういうふうにし

ていただきたいという見解ですね。これは私も十分わかります。それで、地域医療

を守るために高原町長の果たす役割は何か。何だと思いますか。答えはわかってい

ると思うんですけれども。 

 それと、そういう観点から、医師不足問題が言われているんですけれど、宮大の

ほうも５名、来年度から定員を増やしていくと。全国では１５０名増やす。過去最

大規模の政府の骨太方針が出ているんです。だから、今は苦しいけれど、やりくり

をすれば５、６年経ったときに医師不足というのは解消できるという方向も、だか

ら先を見た、今医師がいないからどうこうじゃなくて、先を見据えて、今の町立病

院をどうしていけばいいか、住民の一番負託の多い、そして要望の多い、住民にと

っては地域の宝である町立病院ですね。そういうことを踏まえて、やはり今後は十

分考えていっていただきたいなと。私は、小林からもたくさんの方が行っていらっ

しゃいますし、診療に。やはり地域医療は守るべきだという立場にあります。だか

ら、合併ということで病院問題がすごくネックになっているんですけれども、そう

いう観点からも、やはり十分熟知して、考えてやって、地域医療のためにやってい

ただきたいと、私はそのように考えています。 

 高原町立病院の経営状況を聞きにいったんですけれども、病院を改築しましたけ

れども、欠損金もそれほど多くありませんし、流動比率とか現金比率もクリアして

いますので、黒字に５年ぐらいで転換するんじゃないかなと思いました。だからそ

ういうところも含めて、やはり病院問題のあり方をこういう角度からも十分に検討

していただきたいと私は思っております。 

 はい、どうぞ。 

 首藤委員さんの２つの質問でございますが、まず、高原町の地域医療の考え方で

ございますけれども、先ほどから、そして合併協議が始まりまして分科会、専門部

会等でもお話しさせていただいています。高原町はほんとに民間病院の少ない、

１万３００人の人口を有しておりますが、民間病院がほんとに少ない地域です。そ

して、先ほど申し上げました昭和２５年１２月１日開設以来６３年余にわたって町

民の生命、身体、命を守ってまいりました。そしてその強い思いの中で病院改築が

なされたところでございます。 

 そして、私自身、今後、高原町民が、また人が定住してくれるために町立病院と

いう存在を現行のまま残しながら、将来的には将来のあり方を工夫研究していかな

きゃいけない時代がもう来ておると思っております。だけど、現在は現行のまま新

市に引き継いでいただいて、町民が安心して暮らせる地域医療を担っている高原町

立病院の存在、存続を強く願う町民の負託に応えなければならないということがご

ざいます。そして、将来とも、形は変わっても町立病院という現行規模の形のよう

な形で残すことが今私たちの使命、責任であるというふうに考えております。 

 その目的のために町立病院が改築をされました。そして、今後やはり、１万人の

命と、そして町立病院を信頼して来てくださる患者様のために、さらにその負託に

応えなきゃならないというふうに考えております。そして、将来の医師不足解消と

いう点については、今それぞれの全国的に、また各県で地元からの推薦制度とかい

ろんな形で医師確保のために懸命に施策が講じられておりますので、それらが功を

奏すのが恐らく８年、１０年後だと思うんですけれども、そのような形で将来医師
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の偏在、不足が解消されることを考えております。望んでおりますし、やはり行政

がそういうことについてはさらなる支援をしていかなきゃならないという立場にあ

るものと思っております。 

 以上です。 

 ちょっと私先ほど申し上げたことの中につけ加えさせていただきますが、医師給

料につきまして、先生あたりの給与についてのことで、私は決して高原町の院長先

生の給料を下げろということを言っているんじゃないんです。そういう気持ちはあ

りません。鹿児島大学に行きましたときも、鹿児島大学側は、長年の院長先生のご

努力でここまで来たんだから、私どもも医師給、高原の院長の医師の給料を下げる

ということは同意しかねるというふうに鹿児島大学もおっしゃいました。私は、そ

れはもちろんお考えもありましょうから受けて帰ったんですが、それであれば、公

立病院として給与表を２枚つくらなきゃいけないという結果になっては大変なこと

になるので、指定管理者制度で給与をそのままに、現行体制でおやりいただけるん

ではないかと。これは鹿児島大学の医局との共通認識であります、私ども。したが

って私それを申し上げたんですが、院長先生の給与を下げてほしいということは、

私は言っておりません。ただ、今の現状を比較するとこうだということは申し上げ

ました。 

 ですから、そのままの体制を残すとすれば指定管理者制度しかないんじゃないか

ということを私は強く申し上げておるわけであります。 

 発言ありますか。それじゃ、どうぞ。首藤さん。 

 今市長がおっしゃいましたように、町立病院のあり方としてはやはりそういうふ

うに考えていくべきだと思いますけれど、小林側としてはもう指定管理者という以

外にありませんので、そこら辺は自ずと考えが決まってくるのかなと思います。も

っと町立病院を充実して、地域医療の拡充をしていただきたいなと思います。 

 ありがとうございました。 

 ちょっとここで、１時間ちょっと過ぎましたので休憩をさせていただきます。

１１時２０分から再開をさせていただきます。休憩に入ります。 

午前１１時１０分休憩～午前１１時２０分再開 

 お席にお着きください。──よろしいですか。そちら……。──おそろいです

ね。 

 それじゃ、休憩前に引き続き会議を開きます。 

 まだご質問もあろうと思いますけれども、ご質問をお受けしますが、ただこの病

院問題につきましては、明日から高原町さんは住民説明会をされるわけでありまし

て、その結論が２１日の首長、幹事会に結論をお持ちいただくということになって

おります。したがって、そこでもうはっきりしてくると思いますので、今日は、午

前中はこの病院問題でご質問、あと１つか２つあると思いますが、あればお出しい

ただいて、午後からは用意をいたしております協議をさせていただきたいと思いま

す。そのようにご理解ください。 

 それでは、はい、松元さん。 

 小林の松元です。あと一点だけ日高町長さんにお聞きしたいんですけれども、私

どもの小林、議会で言えば、縷々これまで、高原町さんもいろいろ検討されて

１７年、１８年に改築されたわけなんですけれども、私どもも病院の調査特別委員

会とか議会ではつくりながら、どういう経営形態がいいのかとかいろんなことを調

査もしたりして、議会でも質問があったりします。その度に病院長も呼んで、直接

の経営者である病院長にもいろいろ呼んで、出席を求めて議論をやってきておりま

す、今日まで。 

 私はそういうことで、ちょっとお伺いしたいのは、そういう指定管理者という今

の町立病院をそのまま存続させたいということであれば、一つの選択肢として指定

管理者制度もありますわなと、こういうことなんです。それについて、頭からだめ

というんじゃなくて、もっと病院長を含めて、そういう施設管理者である町長さ
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ん、それから経営の直接責任者である病院長、こことのお話し合い、あるいは議会

も含めてのそういう議論というのがされているのかどうかということだけちょっと

お伺いしたいと思います。 

 どうぞ。 

 松元委員さんからございましたが、私、病院長さんとは再三再四お話をいたして

おります。そして新聞に載りましたこと等も含め、その都度診療の合間に話をさせ

ていただいておりますし、夕方話をさせていただいて、すべてのことについて病院

長は内容は熟知されております。 

 以上です。 

 よろしゅうございますか。ほかにありませんか。どうぞ、久保田さん。 

 久保田でございます。答弁は必要ないと思いますが、今町長さんのお話を聞きま

して、私は私なりに、小林の市民の思いというのも聞いていただきたいなというふ

うに思います。市民病院もご承知のとおり、５０数億かけて改築に入っておりま

す。その中で、高原の病院の問題とで、まず市民が一番心配するのは、小林の病院

は今でも医者が足らんと。だけど、これがうまくいかんかったら市民病院の医者が

引き上げられたから病院はいけんなっとか、非常に市民も今心配しているわけで

す。ですから、やはり町長さんが町民の声を大事にされるのはよくわかりますから

理解はするわけですけど、私たちにも４万の市民が後ろについておって、いろんな

ことを言ってくるわけです。 

 だから、やっぱり病院というのは一番市民にとっては命を預けるところですので

関心が高いわけですが、小児科もまだ足らない、産婦人科をしてもまだ医者が足ら

ないというような状態の中で改築に入っておりますので、そこら辺もやっぱり一応

踏まえていただいて、本当に合併をするために来られたというふうに私たちは受け

て今まで協議を続けてきました。ですから、この病院問題だけでこれがおかしくな

って前と同じようなことになるということだけは、ぜひ避けていただけるように最

善の努力はしていただきたいというふうにお願いを申し上げておきます。 

 以上です。 

 答弁は要りますか。どうぞ。西道さん。 

 小林の西道です。先ほどの松元委員の質問に関連してでございますが、日高町長

さんは院長と十分協議をされているという答弁をされていたようでございますが、

院長さんの指定管理者に対するお考えというものはどういうものか、お聞きしたい

と思いますが。 

 まず、院長先生とは十分お話を常にさせていただいております。やはり今の体制

で地域医療を守りたいという考え方でいらっしゃいます。そのようにご理解いただ

きたいと思います。 

 それと、私自身、久保田市議さんからもございました。どちらの病院も必要だと

いうことでございますので、そのことは十分ご理解いただきたいと思います。私ど

も、やはり高原地域、地区がどう残っていけるのかということもやはり病院が核に

なるという考え方を現時点で持っているところでございます。病院に対する思いは

一緒でございます。 

 以上です。 

 ほかにありませんか。はい、どうぞ。前原さん。 

 高原の前原です。両市町ともに住民の願いはやはり自分たちの病院を守りたいと

いうのは同じ考えだと思いますが、高原町民の多くが町立病院を守ってほしいとい

うのは事実ですし、別な考え方として、この町立病院問題で合併を壊していいのか

という考えの方も多数おられます。 

 そこで、私もこの合併は何としても成功させたい、させなければいけないという

ふうに考えております。この病院問題でほんとにこの合併を壊していいのか、そう

いう気持ちでおりますし、私が最近町内を回ったところ、やはり合併は壊してほし

くないという意見も多数聞いておりますので、ここで提案なんですが、２１日の首



 

- 18 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

前原委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

長会で日高町長が答弁をされるということで、その結果如何でこの合併がどうなる

のかということに決まりかねないというふうに思うんです。であれば大変なことに

なりますので、協議そのものをもう少し延長できないのか、じっくりお互いに協議

していけば必ず解決方法はあると思うんですよ。そこの検討をもう少ししていただ

きたいと。 

 事務的にはかなり厳しいというふうには伺っておりますけれども、法定協を立ち

上げて１年ぐらいで合併した自治体もありますし、やろうと思えばできると思いま

す。まだもう少し時間をかけていただいて、本当にこれでいいんだという方向を前

向きな方向で見出していくという検討をぜひしていただきたいというふうに思いま

す。 

 以上です。 

 スケジュールにつきましては、ちょっと私よりも事務局が今どこまで進めている

か、後のこと等がありましょうから、事務局からちょっと説明させていただきま

す。事務局。 

 事務局長の倉園でございます。当初のスケジュールでまいりますと、１１月の

２８日、ここで合併協定書調印式というのを計画しておりました。ですから、この

問題に関してもう少し時間がとれないかということで事務局のほうで今スケジュー

ル調整をしまして、限界として延ばせるのが１カ月でしょうと。なぜかというと、

これは実際の統合作業に入る前に、最低、私としては統合の準備作業に３カ月、要

するにプロジェクトからスケジュール管理までのものを完成させるに３カ月と見て

おります。実際の統合作業完了までには１年。それで、その中の統合作業のスケジ

ューリングのほうで１カ月、３カ月見ていましたところを２カ月、ぎりぎり削って

２カ月は何とか確保できるでしょうと。ただし、留保条件がつきまして、その場合

は、これは当然協議会が全部協定項目について協議が終わり、協定書を取り交わし

た上で議決というのを経て、初めて廃置分合という形になりますので、実際の廃置

分合議案の議決、事務委託の議決、そして２０年度予算、２１年度予算の議決とい

うのをいただけないと実際の作業には入れないということを鑑みましたところ、最

高で１カ月、正確に申せば２４日なんですけれども、そこぐらいまでには何とか、

議会の方にも臨時議会とかそういうのを招集していく必要があると思いますので、

ご迷惑はかけると思いますけれども、各課、財政担当、それについても予算がそこ

まで全部そろわないと全体的なものはできないということで、調整して──議会と

はまだ調整しておりませんけれども、内部調整では最高２４日、後に延ばすことは

可能です、現状では。ということでございます。 

 以上です。 

 どうぞ、前原さん。 

 ２４日程度であれば延ばせるということですので、ぜひ最大限延ばしていただい

て、真摯に協議をしていただきたいというふうに思います。 

 我々、今の財政状況、国、県の状況、今先ほど小林の委員さんからもありました

ように世界的な状況で経済が非常に冷え込んできているということ等を考えていく

と、今の状態で考えると、そこ４、５年先は何とかやっていけるということもあり

ますけれども、将来、少子高齢化、１０年後には県でも３５％を超える高齢化率に

なるという状況も踏まえて、我々の子供、孫に禍根を残さないというためには、こ

の合併をぜひ成し遂げないといけないというふうに思いますので、ぜひ延長をして

いただいて、この合併の真の姿を出せるように努力をしていただきたいというふう

に思います。 

 以上です。 

 スケジュールにつきましては、一応首長、幹事会等で、２１日までにはぜひ結論

を導き出してほしいということはお互いに了解の上で別れたわけですが、日にちを

延ばせば結論がよくなってくるのかとか、あるいははっきりしたものが見えてくる

のかというんであればその程度、２４日が限界のようですが延ばしてもいいと思い
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ますけれども、できるだけ私お願いをしたいんですが、次のスケジュール等ほかの

問題がいろいろ出てまいりましょうから、高原町さんにお願いをしたいんですが、

２１日までにひとつ、できましたら結論をお出しいただきたいというふうに私は思

います。 

 しかし、前原さんおっしゃるように、延ばせるとしてもそのくらいしか延ばせな

いわけですから、その点はご理解をいただきたいと思います。 

 それと、私は先ほど鹿児島大学に行ったときの状況をもう少し付け加えるべきで

あったと思いますが、鹿児島大学の第１外科から先生方はおいでになっていらっし

ゃいます。今、鹿児島大学の第１外科というのは教授不在であります。今回、鹿児

島大学から聞いたんですが、その第１外科の中を４つの部門に区切りたいといいま

すか、研究科目を４つにまた新しくつくりたいので、どうしても医者が足りないん

だと。ですから、外に出ている医者を引き上げざるを得ないという状況になってい

ますと。 

 宮崎県まで私どものところは医者を派遣しているというのは、どうも納得がいか

ないような話もちらっとされましたけど、しかしこれは歴史的なことがあります。

宮崎大学がないときから鹿児島大学がおいでいただいているんですからそのことは

もうお分かりなんですが、ただ、宮崎県に医大ができた以上は、私どもは鹿児島県

の病院をカバーするのにも医者が足りないんですけれども、宮崎県までカバーしな

きゃいけないのは大変ですと。 

 ただ、医師を引き上げる対象区域に西諸が入っていることだけは事実ですとおっ

しゃったんです。ですから、今高原に２人、小林に３人、えびのに２人、７人の外

科の医者が来ております、鹿大から。しかし、その中で、もしどこかが引き上げら

れるとすれば、その病院はちょっと困られるんじゃないかというふうに私は思いま

す。どことは言われませんでした。ただ、その対象区域に西諸も入っておりますと

いうことはおっしゃいました。ですけど……。ですから、そのことをちょっと付け

加えさせていただきます。これは高原がどう、小林がどう、えびのがどうという問

題ではありません。総体な、その対象区域に入っているということだけはお聞きし

ました。 

 以上、付け加えさせていただきます。 

 それと、スケジュールの件で、先ほどの事務局の説明で補足させてくださいとい

うことですから、どうぞ、事務局。 

 先ほどちょっと言葉が足りなかったところがあると思いますので、私が申し上げ

ました約１カ月、２４日の期間ずらせると言ったのは、調印式自体をそれだけ遅ら

せることができるということでございますので、その前には当然協議会で最終確認

をしていただいてという手続とか諸手続がございますので、後ろにずらせる期間の

２４日間というのは、調印式自体を２４日ということでございますので、ご理解を

いただくようにお願いいたします。 

 以上です。 

 お聞きのとおりですが、まだありますか、何か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 なければ、一応この病院問題の報告事項はこれで終結をいたしまして、２１日を

待つということでひとつご理解いただいて、あとは協議事項が、協議事項第５６号

から６６号まで、そして、先だって持ち帰りの協議事項ですけど、３１号の１これ

がありますので、この協議に入らせていただきたいと思います。 

 今日１日といいますか、４時頃までは時間が設定してあるんですけれども、大変

であろうと思いますが、お昼も準備はしてありますので、あと２０分ありますの

で、いけるところまで協議事項を進めさせていただきます。 

 それでは、②の協議事項、協議第５６号一般職の職員の身分の取扱いについてを

議題にいたします。 

 事務局より説明をしてください。 
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 それでは、資料の４ページになりますけれども、協議第５６号一般職の職員の身

分の取扱いについてでございます。調整方針は５ページにあるところでございます

けれども、資料の１－１の３ページをお開きを願いたいと思います。 

 ここを見てみますと、条例定数と実職員数が書いてございまして、小林、高原、

野尻、それぞれの人数等が書いてございます。課題では、条例定数と実職員数との

差があると。条例定数よりか相当実職員は少ないですよという状況が見られるとい

うことでございまして、これらを見直す必要があるというようなことでございま

す。 

 それから１１ページをお開きを願いたいと思います。ここは給料表ということに

なっております。小林、高原、野尻それぞれここに表がございますけれども、給料

表につきましては行政職あるいは医療職等ございますけれども、まずは課題として

は高原町及び野尻町においては行政職給料表を全職種──高原町の医者は除いてお

りますけれども──を適用しておるが、小林市においては企業職及び技能労務職は

個別の給料表を適用しておると。そしてまた、これを見てわかるように、給料表の

級ですね。これが小林市においては７級ですが、高原町さんと野尻町さんにおかれ

ましては６級というような形でございます。このような違いがあるというようなこ

とでございます。 

 これらから、資料の５ページに返っていただきますけれども、協定項目第９号

「一般職の職員の身分の取扱い」でございます。 

 まず１番目として、高原町及び野尻町の一般職の職員はすべて新市の職員として

引き継ぐ。また、合併時までに小林市の定数条例を見直すと。 

 それから２番ですが、給料表については、合併時に小林市の給料表に統一（ただ

し、医療職給料表を除く。）し、高原町及び野尻町の職員の給料については、合併

後に現給保障を基本に小林市の昇格基準に応じた制度に統一する。 

 以上のような提案でございます。 

 ありがとうございました。 

 ただいまの説明いたしました協議第５６号一般職の職員の身分の取扱いについ

て、何かご意見、ご質疑があればお出しください。──ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ご質疑もないようでありますので、お諮りいたします。協議第５６号一般職の職

員の身分の取扱いについては、原案のとおり確認することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 ご異議なしと認めます。よって、協議第５６号につきましては、原案のとおり確

認することといたします。 

 次に、協議第５７号特別職の職員の身分の取扱いについてを議題といたします。 

 総務部会より説明を願います。 

 それでは、引き続いて協議第５７号についてご説明を申し上げます。 

 資料の７ページからでございますけれども、８ページのほうに提案事項が書いて

ございますが、資料のほうとしては現況調書１－１の２６ページをお開きを願いた

いと思います。ここは特別職の状況、任期等でございます。 

 それから２７ページ、給与とか手当、そのようなものが載っております。 

 次に、３１ページをお開きを願いたいと思います。ここは非常勤特別職の報酬の

状況ということでございます。 

 それから同じく３３ページは、非常勤特別職の費用弁償の状況ということでござ

います。 

 それから下のほうの３４ページには特別職報酬等審議会の状況の現況でございま

す。 

 これらから、８ページになりますけれども、協定項目第１２号「特別職の職員の

身分の取扱い（行政委員会を除く）」ということでございますが、まず１番目とし

て高原町及び野尻町の常勤及び非常勤の特別職については、合併の前日をもって失
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職をするということでございます。 

 それから２番として、非常勤特別職の報酬額について。（１）同種の附属機関等

の委員については小林市の金額を基本とすると。それから（２）として、各市町に

おける独自の附属機関等の委員でございますけれども、それぞれの委員の職に係る

事務事業の対応方針に沿って協議・調整をするということです。（３）ですが、学

校医、学校歯科医等についてですが、これにつきましては医師会等との調整により

決定をするということです。 

 それから３番、非常勤特別職の費用弁償については、小林市の制度等に統一す

る。 

 それから４番、特別職報酬等審議会については、小林市の制度等に統一する。 

 以上のような提案でございます。 

 ありがとうございました。ただいま説明いたしました協議第５７号特別職の職員

の身分の取扱いにつきまして、何かご意見、ご質疑があればお出しください。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ご意見、ご質疑がないようでありますので、お諮りいたします。協議第５７号特

別職の職員の身分の取扱いにつきましては、原案のとおり確認することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 ご異議なしと認めます。よって、協議第５７号につきましては、原案のとおり確

認することといたします。 

 次に、協議第５８号使用料、手数料等の取扱いについてを議題といたします。 

 企画財政部会より説明を願います。 

 企画財政部会です。ご説明をいたします。 

 ５８号の使用料、手数料、これと６０号の補助金、交付金等、これも一緒である

んですが、５つの専門部会がありまして、各専門部会にまたがった事案でございま

す。それを使用料、手数料と補助金、交付金等にまた、そういったくくりで提案を

させていただくということでございますが、ページでいきますと１３ページに２つ

ほど提案を挙げております。これにつきましては、各専門部会、それから分科会で

それぞれ審議をしてもらう前に、幹事会で確認をしまして、全体的な整合性をとる

意味もありまして、こういったものを念頭に置いて協議に入ってくれということで

出してあります。 

 それで、現況調書でいきますと１－１の３６ページをお開きいただきたいと思う

んですが、ここに使用料が右の中ほどの１５番まで、その後に手数料がずっと挙が

っておるわけでございますけれども、これを見ていただきますと、１番が合併まで

に統合するよう調整するというのが１番、それから１４番、１５番、それから合併

までに調整を行うものが２番、４番、８番、１２番、それから現行のまま新市に引

き継ぐというのが５番、６番、７番、それから１０番、こういったふうで使用料は

なっております。 

 手数料については右のほうですけれども、小林市の制度に統一するというのが非

常に多うございますが、その中で５番、これは狂犬病予防法に基づいて実施をされ

ておりますので、どこも一緒なわけでございますが、これは現行のまま新市に引き

継ぐというようなことで、あとは小林市の制度に統一するというようなことでござ

います。 

 それで、また先ほどの前のほうに返っていただきまして、資料の１３ページでご

ざいますが、協定項目として２つほど挙げております。 

 同一又は同種の使用料、手数料等については、原則として小林市の制度等に統一

する。ただし、急激な住民負担の増加を伴うものについては、経過措置等を設け

る。 

 それから２つ目としまして、独自の使用料、手数料については受益者負担及び負

担公平の原則に立ち、適切な負担となるよう調整するというようなことでご提案を
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させていただきたいと思います。 

 以上です。 

 ありがとうございました。 

 ただいま説明いたしました協議第５８号使用料、手数料等の取扱いにつきまし

て、何かご意見、ご質疑があればお出しください。──ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ご意見、ご質疑もないようでありますので、それではお諮りいたします。第

５８号使用料、手数料等の取扱いにつきましては、原案のとおり確認することにご

異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 ご異議なしと認めます。よって、第５８号につきましては、原案のとおり確認す

ることといたします。 

 次に、協議第５９号公共的団体等の取扱いについてを議題といたします。 

 総務部会より説明を願います。 

 それでは、資料の１４ページからになります。 

 まず、資料の１６ページを見ていただきたいと思いますけれども、ここに「公共

的団体等」とはということで、一番上の（１）のところを見ていただきたいと思い

ますが、ちょっと読み上げてみますけれども、公共的団体等とは、農業協同組合・

森林組合等の協同組合、商工会・商工会議所等の産業経済団体、青年団・婦人会等

の地域活動団体や社会福祉協議会など、公共的活動を営む団体はすべて含まれ、法

人たると否とを問わないというようなことに書いてございます。 

 それで、１９ページをお開きを願いたいと思います。ここに参考資料として、こ

れらの例ということで例示をしてございます。このような総務関係やら社会福祉関

係、高齢者福祉関係、商工関係、農林水産関係、耕地あるいは文教関係というよう

なものがあるというようなことで例示をいたしております。 

 このような団体と、まだ、もしかしたら別にもあるというふうには思われますけ

れども、私どもが調査した中ではこういうものが考えられるようだというようなこ

とでございます。 

 これらのあり方ということでございますので、１５ページをお開きをまた願いた

いと思いますけれども、協定項目第１７号「公共的団体等の取扱い」、読み上げま

すが、公共的団体等の取扱いについては、新市の速やかな一体性を確立するため、

各団体の実情を尊重しながら、統合整備について次のとおり調整に努めるものとす

る。また、国・県等の指導等に基づき設置された公共的団体等については、関係機

関への助言・指導等をもとに、そのあり方に協議し、調整に努めるものとする。 

 １番として、共通の目的を有する団体は、合併時に統合するよう調整に努めるも

のとする。 

 ２番、上記１の団体で、実情により合併時に統合できない団体は、合併後速やか

に統合するよう調整に努めるものとする。 

 ３番、上記１の団体で、実情により統合に時間を要する団体は、将来の統合に向

けた検討が進められるよう調整に努めるものとする。 

 ４番、上記以外の市町独自の団体等は、原則現行のとおりとする。ただし、整理

できる団体は廃止または脱退の方向で調整に努めるものとする。 

 以上のような提案でございます。 

 ありがとうございました。 

 ただいまの説明いたしました協議第５９号公共的団体等の取扱いについて、何か

ご意見、ご質疑があればお出しください。──ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ご意見、ご質疑もないようでありますので、それではお諮りいたします。協議第

５９号公共的団体等の取扱いについて、原案のとおり確認することにご異議ありま

せんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 ご異議なしと認めます。よって、協議第５９号につきましては、原案のとおり確

認することといたします。 

 次に、協議第６０号補助金、交付金等の取扱いについてを議題といたします。 

 企画財政部会より説明を願います。 

 説明をさせていただきます。資料の２１ページでございます。 

 これにつきましても、先ほど申し上げましたように、各分科会、専門部会等で協

議をする前に、幹事会で決定をしまして、これに基づいて協議をしてもらったとい

うことでございます。 

 それで、現況調書でいきますと１－２の２ページでございます。ここに全体の総

括が挙がっているわけですが、これも５つの専門部会にまたがっておるわけでござ

いますけれども、私のほうで一括して説明させていただきたいと思いますが、新た

な制度等を制定するというのが１番、それから１４番がございます。それから、廃

止すると、廃止するよう調整する、廃止の方向で調整するというのが２番、４番、

６番、それから３３番でございます。これにつきましては、事業実施市町を見てい

ただくと分かるとおり、３市町のうちのいずれかで実施をしていたもので、独自の

ものであるというようなことで、今後は廃止の方向で調整するというような協議が

なされたようでございます。 

 それから、３番目が現行のまま新市に引き継ぐ。それから７番、それから９番、

１０番、それから右のほうに行きまして１１番、１６番、１７番、１８番、

１９番、２０番、あとずっとあるわけですけれども、ページをめくりまして

２２番、２４番、それから２７番以降３０番まで、それと３２番、これにつきまし

ては小林市の制度に統一するというようなことでございます。 

 それと、統合するよう調整するというものも調整案としてありますが、これにつ

きましては５番、１５番、それからめくりまして２１番、２５番、２６番、こうい

ったものがございます。 

 そういったことで、それを受けましてまた返っていただきたいんですけれども、

２１ページで「補助金、交付金の取扱い」でございますが、３つほど提案させてい

ただきたいと思います。 

 まず１点目は、同一又は同一の補助金、交付金等については、原則として小林市

の制度に統一するということでございます。 

 ２番目といたしまして、独自の補助金、交付金等については、その公益性及び必

要性について検討した上で、他の補助金制度との均衡を考慮し調整する。 

 それから３番目といたしまして、整理統合できる補助金、交付金等については、

統合または廃止の方向で調整するということで提案をさせていただきたいと思いま

す。 

 以上です。 

 ありがとうございました。 

 説明はお聞きのとおりなんですが、協議第６０号補助金、交付金等の取扱いにつ

いて、何かご意見、ご質疑がある方はお出しください。どうぞ、赤崎さん。 

 １件だけ。１６ページの関連条文抜粋の中の１５７条です。団体の長は総合調整

及び指揮監督権を有するというのがありますね。このことについて、事務局の現在

での解釈の範囲としてどういったような例が考えられるのか、ご案内いただきたい

と思います。 

 以上です。 

 企画財政部会。（発言する者あり） 

 これにつきましては、協定項目第１７号の資料でございますので、先ほど……。 

 申し訳ありません。よろしゅうございますか。もう一つ前の５９号でありまし

た。 

 ほかにありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 それじゃ、お諮りいたします。ないようでありますので、協議第６０号補助金、

交付金等の取扱いにつきまして、原案のとおり確認することにご異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 ご異議なしと認めます。よって、協議第６０号につきましては、原案のとおり確

認することといたします。 

 ここで、昼食のために暫時休憩をいたします。午後は１時から再開をいたしま

す。休憩に入ります。 

午後０時００分休憩～午後０時５８分再開 

 それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、協議第６１号自治会・行政連絡機構の取扱いについてを議題といたしま

す。 

 総務部会より説明を願います。 

 それでは、資料の２２ページからになります。協議第６１号自治会・行政連絡機

構の取扱いということで、２３ページが提案の形でございますけれども、現況調書

資料の１－２の４６ページをお開きを願いたいと思います。 

 ここには組織運営が小林、高原、野尻それぞれの形が示してございます。

４７ページ、４８ページまでのことでございますが、ここの中では、課題として

は、この構成単位が異なっておるとか、区長の業務内容が違っておる、それからま

た身分等も違っておると。小林市は任意の団体の長、高原、野尻につきましては非

常勤特別職であると。それから報酬額、そういうもの等が違っておるということで

ございます。 

 それから４９ページになりますと、文書配布等ということでございまして、さま

ざまな文書等を配布をいたしておりますが、これらは、課題としては、自治会組織

への配布方法が各市町で相違、違っておると。それから、未加入世帯への対応にも

違いがあるというようなことでございます。 

 それから、次の５０ページになりますと、自治会コミュニティ団体の状況、現況

でございまして、自治会連合会あるいは事務局等、区長会の研修会いうもの等がこ

こにあるところでございます。 

 これらを踏まえまして資料のほうの２３ページになりますけれども、協定項目第

１９号「自治会・行政連絡機構の取扱い」ということで、自治会・行政連絡機構に

ついては、以下のとおりの取扱いとする。 

 １番として、区の構成単位の名称は、小林市の制度等に統一し、「組」とする。

ただし、合併年度は旧町の例による。 

 それから２番として、区長の業務のうち、２町の文書送達業務は、廃止する。 

 ３番、区長の身分は、小林市の制度等に統一し、任意団体の長とする。ただし、

合併年度は旧町の例による。 

 ４番、行政推進業務委託料いきいき地域づくり区交付金の算定基準については、

合併までに調整するというようなこと。 

 以上でございます。 

 ありがとうございました。 

 説明はお聞きのとおりでありますが、協議第６１号自治会・行政連絡機構の取扱

いにつきまして、何かご意見、ご質疑があればお出しください。松元さん。マイク

ロフォンをお願いします。 

 小林の松元です。私の所属する小委員会では、新市基本計画とそれから地域自治

区に関するいろいろ協議をずっと進めてきました。新市誕生に当たっては、地域自

治区をつくるということで決まっていますね。その下に協議会があるわけです。さ

らに、その下に──下というと表現が悪いですけれども、１つの機構として、まち

づくり委員会あるいはまちづくり協議会なるものを小学校区を１つの単位として新
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たな自治組織をつくっていこうと、こういう方針を決めているわけです。そのこと

と、今現行のこの提案されるやつとはどのように分科会等では議論されたものか、

そこをちょっとお聞きしたいと思います。 

 総務部会で。 

 行政人事部分科会の下村でございます。今の松元委員さんのご質問ですけれど

も、現在の小林のほうでは、平成１９年度に小林市協働のまちづくり行政推進会議

から指針というのが提言をされておるということで聞いております。その指針をも

とに、まちづくり推進検討委員会ということで、今検討中であるということであり

ましたので、それを基本に分科会で話をしたところですけれども、小林市が取り組

んでいこうとしている住民自治のあり方、これは協働の理念によるまちづくりを積

極的に推進していくということでありますので、現在の自治会組織、古来からの地

縁等で結ばれた自治会ですけれども、これが基本的にはまちづくりの基礎団体、組

織ということになろうと思いますが、合併等でほかの市町村等でも取り組まれてお

ります小学校区を単位とした協議会、これを中心にいろいろなまちづくりを進めて

いこうということで、基本計画、地域自治区等の取扱いの中でもありましたとお

り、方向性といいますか、考え方につきましては小学校校区ごとのまちづくり協議

会を組織して取り組んでいくということで分科会で話をしたところです。 

 ほかにありませんか。松元さん。 

 あえて申し上げたのは、私は今までずっと協議を重ねてきました。そしてなおか

ついろいろ全国の市町村合併を機に、こういう市の新たなコミュニティ組織という

のがどんどん進んでいるわけです。一方では財政がどこの自治体も厳しいと。そう

いう中にあって、今日までのように行政が、もう例えば地区に補助金だとかそうい

うことをやっておけばいい時代はもう既になくなったわけです。もっと市民の人た

ちが、まさに地方自治法で言う住民がどんどん行政に参画していくという、協働し

ていく、ここの新たな組織というものが、私はある意味では協議会の合併の大きな

一方では主眼だと私は思っている。そういう中で、そこがしっかりと現行の自治組

織、区、組ですね。こことの理解をしっかりつくっておかないとなかなかうまく進

まないんじゃないか。極めて私は、ここは重要なことだと思ったものですから、ぜ

ひ今後運用に当たっては、しっかりとした事前の論議ですね、そういうものを積み

重ねていく必要があるんではないかというご意見だけ申し上げておきたいと思いま

す。 

 答弁は要りませんね。──ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ご質疑も尽きたようでありますので、それではお諮りいたします。協議第６１号

自治会・行政連絡機構の取扱いについては、これを原案のとおり確認することにご

異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 ご異議なしと認めます。よって、協議第６１号につきましては、原案のとおり確

認されました。 

 次に、協議第６２号児童福祉関係についてを議題といたします。 

 厚生部会より説明を願います。 

 厚生部会から、協議第６２号児童福祉関係についてをご説明申し上げます。 

 資料は２５ページになります。会議資料の２５ページとあと資料の１－２から、

まず保育所の整備状況ということで、５６から資料１－２の５６ページから

５７ページに各市町の公立、私立の保育園の整備状況が記載されております。 

 課題といたしまして、３市町とも少子化により公立保育園においては定員割れを

している現状がある。民間委託等を含めて検討をする必要があるということで、対

応方針といたしまして、保育の実施基準は、現行のまま新市に引き継ぐ。定員基準

を割り込んでいる現況を鑑み、経営形態については民間委託等を含めて検討し、随

時調整するということでございます。 
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 続きまして、２番目の保育所入所負担金でございます。５８ページから５９ペー

ジまでに記載をいたしております。これは各市町ともに国の基準を細分化し、保護

者の方の保育料軽減を図っているところでございまして、資料５８ページの一番下

のほうに表があると思いますけれども、一番右のほうに軽減率ということで、小林

市が２４.４、高原町が２２.５、野尻町が３４.２となっております。 

 それで、課題といたしまして、各市町に保育料の差異がある。保育料を決定する

ための階層の数、所得税額区分の幅、年齢区分に差異があるので各市町の比較が難

しい。国の徴収基準に対する各市町の保育料軽減率が違うため、一般財源持出し区

分が異なるということで、対応方針といたしまして、２番目の保育所入所負担金に

ついて、保育料については合併後、段階的に調整し、平成２４年度に小林市の制度

等に統一する。ただし、合併年度は合併前の市町の例によるということでございま

す。 

 ３番目に、保育料の収納事務委託でございます。これは資料が７７ページになり

ます。これは保育料の徴収委託関係について、野尻町のみが実施をしておりまし

て、対応方針といたしまして、保育料の納付方法を小林市の方針に統合するため、

保育料収納事務委託の委託料に関しては廃止するということでございます。 

 ４番目に、出産祝金、資料は７９ページにあります。これについては小林市と野

尻町が実施しているところでございます。 

 課題といたしまして、野尻町については平成２４年度で終了することが決定済み

である。野尻町の制度は、当初、出生時と小学校入学時の２回を支給していたが、

平成１８年の制度廃止に伴い、既に出生時に受給したものに対しては小学校入学時

にも支給することとした。そのため、小学校入学時受給者分のみ残っているという

ことで、対応方針といたしましては、小林市の制度に統一するが、野尻町の制度は

経過措置として平成２４年度まで継続するということでございます。 

 以上、ご提案申し上げます。 

 ありがとうございました。 

 ただいまの説明いたしました協議第６２号児童福祉関係につきまして、何かご意

見、ご質疑があればお出しください。福本さん。 

 野尻の福本ですが、この保育料についてなんですが、野尻町は１つの少子化対策

として保育料の補助を行っております。現行のままいくというのはなかなか難しい

だろうと思うんですが、一番大きいところでやっぱり６,０００円上がってきま

す。それを段階的に上げるということなんですが、言えば、この合併が少子高齢化

をとめるためには合併せにゃいかんとじゃと言いながら、やっぱりこういう形でそ

ういう負担が上がってくるというのは、やっぱり私から言わせれば逆行しているよ

うな感じがするんです。財政面を考えれば仕方がないと言われればそれまでなんで

すが、そのあたりでもう少し検討というのはできなかったものか、ちょっと伺って

みたいと思います。 

 どうぞ、答弁してください。 

 福祉分科会の鶴田といいます。福本委員のお話しがございましたが、まずここで

検討したのが公平性ということを念頭に一応検討いたしました。というのが、小林

市、高原町さん、それと野尻町さんの保育料の軽減率がそれぞれ違うと。その中

で、財源の持ち出しですね。ページ数でいいますと資料の５８ページの一番下にな

りますけれども、ここの保育料軽減率Ｂというところを見ていただければよろしい

と思います。１９年度の実績を見ましても、もう１億を超えてしまうと。この財政

の厳しい中で、この部分をどうするかということが一番の課題になりました。 

 その中で、野尻町さんが一番軽減率が高いわけでございますが、小林市としまし

ても２４.４％と、その差をどうやって埋めていこうかということで協議を重ねま

して、旧小林市と旧須木村が合併したとき、激変緩和対策として３年間で段階的に

していこうと、これを適用していこうという結論に達しまして、一応２４年度まで

に段階的に調整していただいて小林市の制度に統一するという結論を出したところ



 

- 27 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

会長 

 

 

会長 

 

 

 

厚生部会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

福本委員 

でございます。 

 参考のために別冊資料がございます。別冊の資料を用意しておりますけれども、

別紙２の保育所入所負担金に関する補足資料ということで用意させていただきまし

た。 

 ここの１番目ですけれども、一番上ですけれども、これは保育料の階層別の児童

数の一覧表と、３ページです。別冊資料の３ページです。どうしても階層の第２か

ら第６のところが一番多いと。どこの市町も。かつその下を見ますと、先ほど言い

ました軽減率があります。ここの部分をどうするかということが一番の論議になり

ました。 

 ４ページ以降に国の基準と小林市の基準、それと高原町さん、野尻町さんの試算

表を一応つけさせていただきましたが、この中で一番多いところはやっぱり１万円

ほどになると。１万円の保育料値上げとなると保護者の方も大変だろうということ

で、３年間の経過措置を設けたというのが今までの協議結果の内容です。 

 以上です。 

 ありがとうございました。福本さん、よろしいですか。──ほかにありません

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ご質疑も尽きたようでありますので、お諮りいたします。協議第６２号児童福祉

関係につきましては、これを原案のとおり確認することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 ご異議なしと認めます。よって、協議第６２号につきましては、原案のとおり確

認することといたします。 

 次に、協議第６３号その他の社会福祉関係についてを議題といたします。 

 厚生部会より説明を願います。 

 続きまして、協議第６３号その他の社会福祉関係についてご提案申し上げます。 

 ２７ページをお開きください。資料１－３のまず３ページからになります。福祉

事務所の組織・機構ということで、３ページのほうに各市町の組織図が記載されて

おります。課題といたしましてはもう、社会福祉法に第１４条の規定により、市に

おいては福祉事務所を設置するように義務づけられております。それで、対応方針

といたしまして、新市の福祉事務所については、本庁の福祉事務所に統合するが、

窓口サービスの低下を招くことのないよう、各総合庁舎に一部受付業務を行う窓口

を設置するということでございます。 

 ２番目に、民生委員・児童委員及び主任児童委員についてですが、資料は４ペー

ジになります。課題といたしまして、民生委員法第４条の規定により、民生委員の

定数は世帯数等により定められている。各市町にある民生委員推薦会を統合する必

要があるということで、２番目の民生委員推薦会については、委員会等の調整を図

り、合併までに統合する。民生委員等は任期中において、そのまま新市に受け継ぐ

ということでございます。 

 続きまして、平和祈念（追悼式典の実施等）ということで、９ページになりま

す。 

 課題といたしまして、小林市は福祉事務所、各町では社会福祉協議会が実施する

など実施主体が異なるため、社会福祉協議会での協議が必要であるということで、

対応方針といたしまして、現行のまま新市に引き継ぎ、地域別の開催を継続する

が、将来的には合同で追悼式を開催するよう調整し、同時に補助金等についても統

一するよう調整するということでご提案を申し上げたいと思います。 

 以上です。 

 ありがとうございました。 

 ただいま説明いたしましたとおりですが、協議第６３号について、何かご意見、

ご質疑があられる方はお出しください。福本さん。 

 野尻、福本ですが、この民生委員についてちょっとお伺いしたいんですが、今の
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野尻町では民生委員さんが１人欠員というような形で、なかなかその民生委員の仕

事をしてくれるちゅうか、今高齢化社会になりまして民生委員の仕事というのが物

すごい増えているんです。それに対して、費用弁償というか報酬額が物すごい安く

なっています。そのあたりで、野尻町では１人欠員という形になっていますけれど

も、ほかの市町村──小林と高原では定員というか、定数に対して欠員とか生じて

ないものか、ちょっと伺ってみたいんですが。 

 小林の状況だけちょっと。高原はちょっと私も把握をしておりませんので。小林

は１０２名の方、全員一応今回の改選で、改選したんですけれども、病気等があら

れまして、現在２名の方が体調を崩してやめられたという現状で、今月１人推薦す

るということで、あと１人今人選をしているという状況でございます。 

 報酬についても、これはもう法律で決まって、ボランティア的性格のものでござ

いまして、各全国でもなかなか見つからないという状況は国のほうも把握している

かと思うんで、ある程度国のほうで何かそういう措置を講じていただければと思っ

ております。 

 どうぞ、福本さん。 

 今言われたように、国のあれですんでなかなか難しい面があると思うんですが、

この民生委員の仕事ちゅうのはほんと大事な仕事だと思うんですよ。特にこの高齢

化社会になって、なかなか目の行き届かないところに民生委員さんが行って、見守

りじゃないですけどそういう仕事から考えたら、ほんとに大事な仕事をほんと安い

報酬というか、それでやってもらっていると。そのあたりはやっぱりもうちょっ

と、こういう地方からこういうのを機に、もっと声を上げて守ってもらうような形

で、ほんと大事なことですので、意見を上のほうに上げていただければと思います

ので、またよろしくお願いしておきます。 

 以上です。 

 ほかにありませんか。種子田さん。すみません、マイクロフォンを種子田與市さ

んのところへ。 

 小林の種子田ですが、ただいま福本さんのほうから民生委員の案件が出ておりま

したが、お尋ねをいたしますが、小林市は活動費が一人当たり、国、県が６万

３００円、小林から同じく６万３００円いただいておるところですが、高原町と野

尻町は若干上積みがされておるようなことですが、その数字を分かっておりました

ら教えていただきたい、こういうことです。 

 わかりますか。実際的には。 

 そこまで協議しておりませんので、現在資料を取り寄せますので。 

 今ここで分からない……。 

 というのは、合併の暁には活動費の差異が出てまいります。したがって、どの辺

でこれを調整するか、そういうことが危惧されますのでお尋ねをしたところです。 

 ただいま福本委員からおっしゃっていただきました、まことに月々１万円足らず

の活動費で民生委員は地区を回っておりますが、農村部は非常に範囲が広うござい

ます。したがって、小さなことを言うようですが、ガソリン代もないような現実な

んです。そういう中であえて、もう全くのボランティアでございますので、非常

に、ただいま欠員の問題が出ましたが、宮崎県下では４５名の欠員補充が望まれて

おるところで、全国でも５,０００名の欠員を生じております。都会ではまさしく

これがもう、非常に委員の登用が難しくなっております。このこともひとつご理解

をいただきたいと思います。 

 以上です。 

 じゃ、資料は後ほど種子田さんにお届けいたします。 

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは、質疑も尽きたようでありますので、お諮りいたします。協議第６３号そ

の他の社会福祉関係については、これを原案のとおり確認することにご異議ありま



 

- 29 - 

 

 

会長 

 

 

 

 

厚生部会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

会長 

 

 

 

会長 

 

 

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 ご異議なしと認めます。よって、協議第６３号につきましては、原案のとおり確

認することといたします。 

 次に、協議第６４号保健・医療関係（保健、健康づくり）についてを議題といた

します。 

 厚生部会より説明を願います。 

 協議第６４号保健・医療関係（保健、健康づくり）についてご説明をいたしま

す。 

 資料の２８から２９ページになります。 

 まず１番目、保健センターについて、資料の１７ページにございます。まず、課

題といたしまして、地域住民の健康づくりの拠点としての活用をしていくが、事業

実施をどのように進めるかということで、各市町で保健事業がいろいろ特徴を持っ

て実施しているところでございますので、対応方針といたしまして、保健センター

については健康増進・保健予防のための組織とし、地域住民の健康づくりの拠点と

する。センターの機能を効率的に活用しながら、積極的な事業展開を行うよう合併

までに統一するということでございます。 

 ２番目に、母子健康についてですが、２１から２４に乳児健康診査、１歳６カ月

児健康調査、３歳児健康調査及び母子指導についてということでいろいろ項目を挙

げておりまして、対応方針といたしまして、乳幼児健康診査、１歳６カ月児健康診

査、３歳児健康診査及び母子健康指導については健診の委託先、実施方法を統一す

るよう調整するが、健診の会場までの距離の不均衡が生じるため、当面、現行のま

ま実施することとし、合併後３年を目処に統合するよう調整するということでござ

います。 

 続きまして、３番目、成人健康診査でございます。これも３１ページから

３６ページまで、それぞれの成人健康診査（胃がん、肺がん、大腸がん、子宮が

ん、乳がん、肝炎等）について記載をいたしております。 

 それで、対応方針といたしまして、成人健康診査（胃がん検診、肺がん検診、大

腸がん検診、子宮がん検診、乳がん検診、肝炎検診）については、集団検診におけ

る個人負担金は現在調整を行っており、平成２１年度に統一される。委託先を含む

検診の差異については、統一する方向で合併時までに調整するということでござい

ます。 

 続きまして、４番目に、人間ドックの助成事業ということで、３７ページになり

ます。これにつきましては、課題として、高原町のみが人間ドック助成事業を

３０歳以上の全町民を対象に実施しているということでございまして、対応方針と

して人間ドック助成事業については、基本健康診査から特定健康診査に変わり、健

康診査は行政から保健所へ変更になっているため、保健事業では実施しない方向で

調整するということでございます。 

 以上、ご提案申し上げます。 

 ありがとうございました。 

 ただいまの説明いたしました協議第６４号保健・医療関係（保健、健康づくり）

につきまして、何かご意見、ご質疑があればお出しください。──ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ご意見、ご質疑もないようでありますので、それではお諮りいたします。協議第

６４号保健・医療関係（保健、健康づくり）につきましては、原案のとおり確認す

ることにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 ご異議なしと認めます。よって、協議第６４号につきましては、原案のとおり確

認することといたします。 

 次に、協議第６５号その他関係（住民）についてを議題といたします。 
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 厚生部会より説明を願います。 

 協議第６５号その他関係（住民）についてをご説明申し上げます。 

 資料の３０から３１ページをご覧ください。 

 １の住民窓口ということで、資料の４９ページに各市町に出張所並びに支所を設

けておりますので、その対応方針といたしまして、高原町庁舎、野尻庁舎の窓口業

務は、小林市須木庁舎にならい調整をする。 

 西小林出張所及び紙屋支所（出張所）の窓口業務は、現行のまま新市に引き継ぐ

ということでございます。 

 以上です。 

 ありがとうございました。 

 協議第６５号その他関係（住民）につきまして、何かご意見、ご質疑があればお

出しください。──ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ご意見、ご質疑もないようですので、それではお諮りいたします。協議第６５号そ

の他関係（住民）につきましては、原案のとおり確認することにご異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 ご異議なしと認めます。よって、協議第６５号につきましては、原案のとおり確

認することにいたします。 

 次に、協議第６６号その他関係（選挙）についてを議題といたします。 

 総務部会より説明を願います。 

 それでは、資料３２ページからになりますが、協議第６６号その他関係（選挙）

についてでございます。 

 これにつきましては、資料１－３の６３ページをお開き願いたいと思います。こ

こに選挙関係が、その他関係の選挙ということでお示しをしてございますけれど

も、投票所関係、選挙人名簿登録、そういう事務局のあり方、そのようなものが載

っているところでございます。 

 ６４ページの上から２段目のところには、投票所の設置数ということで書いてご

ざいますけれども、現状を見てみますと、小林市３５カ所、高原町１７カ所、野尻

町が１２カ所、合計６４カ所あるというようなことで、これについては現行のまま

引き継ぎますよということでございます。 

 それから、もう一つ下の段のところにいきますと、③と書いて、投票所の閉鎖時

刻の差異というようなのが課題になっておりますけれども、現状では、小林市が

２８カ所午後８時に閉鎖、４カ所は午後６時に閉鎖、３カ所は午後７時閉鎖という

ような形でございます。高原町においては１７カ所、野尻町につきましては１２カ

所すべてが午後６時に閉鎖というような形でございますので、これらに対する対応

方針が決められておるところでございます。 

 選挙区を設けて増員選挙をするというような小委員会での調整ができたようでご

ざいますが、この増員選挙の場合におきましては、有権者の投票行動等を検証しな

がら、投票所の運営方法を合併までに調整するというような形でございました。そ

れから一般選挙についても同じような形の提案でございます。 

 次に、６６ページをお開き願いたいと思います。これは６５ページのところから

来ておりますけれども、６６ページの２段目のところを見ますと、②ということ

で、期日前投票の取扱いということでございます。対応方針を見てみますと、期日

前投票所は本庁舎・須木庁舎・高原庁舎、野尻庁舎に各１カ所とするということで

ございます。閉鎖時刻は合併までに調整するというような形でございます。 

 それから、６８ページの一番上を見てほしいかと思いますが、開票事務の取扱い

の部分でございます。これは、増員選挙については選挙区が設けられますので、高

原選挙区、野尻選挙区にそれぞれ開票所を設けると。 

 それから、最初に行われる一般選挙でございますが、これはもう開票所を１カ所
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に集約をして、一括して行うというような形でございます。 

 それから同じページ、６８ページの一番下を見てみますと、④として開票開始時

刻の取扱いということでございますので、これは１つの自治体として広くなります

ので、対応方針としては投票箱送致に要する時間等を考えながら調整する必要があ

るというような形でございます。 

 それから７０ページのところに、真ん中、①がございますけれども、選挙公費負

担の取扱いということで、これは小林市の制度に統一するという形になっておりま

す。公費負担が市と町では若干違うようでございますが、市においてはポスター印

刷、運動用のはがき、そういう等も見れる形になっておりますので若干広がってく

るというものでございます。 

 以上のようなものから、また３３ページに返っていただきたいと思いますけれど

も、協定項目第２５号「各種事務事業の取扱い」のうち（１９）その他関係の（選

挙）ということですが、１番、投票所については、現行のまま新市に引き継ぐと。 

 ２番、投票所の閉鎖時刻についてでございますが、まず１番として、公職選挙法

（昭和２５年法律第１００号）第３４条第１項の規定により行われる増員選挙、こ

れは有権者の投票行動を十分検証する必要があり、有権者はもちろん、立候補者に

とっても不公平感のない投票所運営を合併までに調整するということでございま

す。 

 それから２番として、合併後、最初に行われる一般選挙でございますが、これも

同じ調整方針で、同じでございます。 

 それから大きな３番でございますけれども、期日前投票所は本庁、須木庁舎、高

原庁舎、野尻庁舎に各１カ所とする。閉鎖時刻については合併までに調整をすると

いうことです。 

 それから４番、開票所については、選挙区ごとに設置する必要があるため、選挙

区の設置次第で開票事務の取扱いが異なるということですが、これは選挙区を設け

てするという形はもう決まっておりますので、１番として、公職選挙法第３４条第

１項に規定して行われる増員選挙については、高原選挙区、野尻選挙区にそれぞれ

開票所を設けると。 

 ２番、合併後、最初に行われる一般選挙については、１開票所に集約し、一括し

て開票事務を行う。 

 ５番、開票開始時刻の取扱いについては、投票箱送致に要する時間を勘案し、開

票時刻を設定する必要があるので、合併までに調整をするということです。 

 それから６番、選挙公費負担の取扱いについては、小林市の制度等に統一する。 

 以上でございます。 

 ありがとうございました。 

 協議第協議第６６号その他関係（選挙）につきまして、何かご意見、ご質疑があ

ればお出しください。──ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ご意見、ご質疑もないようでありますので、お諮りいたします。協議第６６号そ

の他関係（選挙）については、原案のとおり確認することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 ご異議なしと認めます。よって、協議第６６号につきましては原案のとおり確認

をすることといたします。 

 それでは次に、協議第３１号の１障害者福祉関係についてを議題といたします。 

 厚生部会より説明を願います。 

 協議第３１号の１についてご説明を申し上げます。 

 これは須木で行われた協議会の中で、もう一度考え直してほしいというようなご

意見をいただきまして、３５ページにありますけれども、４番目だけ、１から３は

もうご確認をいただいた事項でございますので、４番だけを説明申し上げます。 

 重度心身障害者医療助成事業でございます。これは、県の事業が主でございまし
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て、この重度心身障害者医療費助成に該当する方以外に小林市で療育手帳Ｂ１、Ｂ

２の方にも同じような医療費助成事業を実施しているところでございます。これに

つきましては、都城市さんが同じく療育手帳のＢ１、Ｂ２の方に２分の１を補助し

ているという事業で、ほかの自治体においては実施は、重度心身障害に該当する方

だけで、小林市と都城市だけがＢ１、Ｂ２の方を助成をしているという状況でござ

いまして、これを合併時に高原町さん、野尻町さんのＢ１、Ｂ２の方に適用するよ

うにしてということで一応財政当局といろいろ調整をいたしましたが、なかなか財

政が厳しいということで、２０年度予算におきましても、今の財政状況で扶助費が

聖域化されてはもうなくなりまして、２０年度においても敬老祝金等の削減とかそ

ういう福祉の部分においてもある程度カットをする事態がありました。 

 そういうことを考えたときに、なかなか全体で１,２００万という数字を実施す

るのがなかなか難しいのではないかということで、誠に心苦しいんですが、当初ご

提案申し上げましたとおり、合併時に統合するよう調整するが、小林市のみの単独

助成事業については合併時に廃止する方向で調整するという形でもう一度ご提案を

申し上げたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 ありがとうございました。 

 説明はお聞きのとおりなんですが、協議第３１号の１障害者福祉関係について、

何かご意見、ご質疑があればお出しください。福本さん。 

 野尻、福本ですが、この件に関しまして、もう一度協議をお願いしますと、差戻

しというような形でお願いしたんですが、その協議をする上で、どのような内容で

協議をされたものか、ちょっと伺ってみたいと思います。 

 どうぞ、事務局。 

 それでは、分科会の協議内容について説明をさせていただきます。 

 まず、別冊をご覧いただいて、１ページ、２ページなんですけれども、まず

２ページにつきましては、前回福本委員さんから療育手帳の区分について説明を求

められまして、詳しく資料をつけました。この中で、２ページなんですが、療育手

帳。これのＡ１からＡの３、これが県が補助対象となっています重度障害者という

ふうに認定されています。小林市の場合はその下のＢ１、中程度の知的障害を有す

るものと、それとＢ２、軽度の知的障害を有するもの、ここに関しても助成を行っ

ております。 

 かえって、１ページをご覧いただければありがたいんですが、１ページで県の補

助対象額、これが先ほど言いましたＡ１からＡ３の部分の医療費です。 

 前回、医療費で説明しましたが、この金額につきましては、現物給付、市内、県

内の入院の場合、１,０００円を払って、あとはうちのほうで精算しております。

というのが、高額医療分をうちのほうが各健保からもらいますので、それを引いた

金額で計上してあります。これを見ていただけると分かりますように、県の補助対

象額が１億１,８００万ほどございます。２分の１が市の持出しですので、

５,９００万ほどの持出しがあると。 

 今、問題になっているのが、市の単独分です。現在小林市だけがやっております

ので８９０万ほど持出しがあると。これを１９年度ベース、小林の。で試算した場

合、高原町、野尻町の分がどうなるかということを書いてあるのが２番目でござい

ます。まず、小林市の８９１万１６９円、これから旧須木村との合併で、平成

２０年度までは身障手帳の３、４級も支給するという経過措置がございましたの

で、その分を引いた残りがＢ１、Ｂ２の支給分となります。これを対象人員で割り

ますと、年間一人頭の医療費が出てまいります。４万９,７５４円、高原町さんと

野尻町さんに該当人員を聞いた数字が５７と５２ということでこの数字を挙げてお

りまして、右上のほうなんですが、ここに計算式を入れておりますが、８９１万か

ら身障３、４級を引いて、引いた額が小林市の、実際のＢ１、Ｂ２の助成額と。そ

れと高原町さん、野尻町さんについては、その平均の医療費に人数を掛けた金額を

挙げています。合計１,２２３万９,４６５円という財源が必要じゃないかと、
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１９年度ベースで。これをもちまして企画財政部会といろいろ協議しました。全体

的な福祉関係もですが、財源を用意できるかどうかということで協議した結果、こ

ういう結果になったものです。 

 どうぞ、福本さん。 

 もう財政が大変だというのは重々分かっているんですが、この中で、この下の

２ページの説明の中で、Ｂ１、Ｂ２、中度知的障害を有するもの、知能指数がおお

むね３６以上５０以下、Ｂ２についてはおおむね５１から７０以下と書いてあるん

ですが、これを例えば生活レベルというか、そこまで調査してしたのか、ちょっと

そこあたりはどうなんでしょうか。 

 答弁できますか。 

 よろしいですか。この重身医療につきましては、所得制限を設けております。そ

こに該当しない方は支給はできないということになっておりますので、そこの高原

町、野尻町さんのその所得についてはちょっと調査しておりません。 

 ちょっと施設に行ってちょっといろいろ話を聞いてみたんです。このＢ１、Ｂ

２というのがどのような人なのかと。聞いてみると、自立した生活ができるという

形の文言で説明があるんですが、実際は、生理的なものは処理できると。例えば排

尿とか排便とか食事をとる、その程度はできると。ただ、自分で例えば食事をつく

って食べられるとか、病院に自分で行って、１人で病院に行けるとか、そういう段

階ではないと。それと、このＢ１、Ｂ２の対象になる方が、もうほとんどが５０以

上の方で、もう就労をすることもできないと。もう年金だけで生活している人たち

が多いんです。だから、こういうところを踏まえたら、やっぱりそういうのを踏ま

えた上で協議をしてもらえたかもらえないかというのはやっぱり大きいと思うんで

す。そこでやっぱり本当に切っていいものかどうなのかというのを、私はこういう

のを踏まえた上で財政のほうにも協議していただきたいなというものがあったんで

すが、そのあたりはいかがでしょうか。 

 生活実態については、まだ把握してない上で協議しております。 

 はい、どうぞ。 

 ほんと、一番弱いのが障害者だと思うんです。もう一つだけ聞きたかったのは、

この高原と野尻町が入ってきた時点で約５００万ちょっと上がるということだった

んです。もし万が一これ合併しなかったとき、小林市が一応今約６００万、

７００万程度出していますけど、これ合併しなかって７００万であったらこの補助

というのは続いたのかどうか。 

 逆に言えば、野尻と高原が入ってくるということになったので、この補助がなく

なるというのなら、逆に言えばその７００万をどうにか振分けをして、廃止するん

じゃなくてわずかでもいいから補助できないかとか、そういう検討はできなかった

ものか、伺ってみたいと思います。 

 事務局。 

 合併をしなかった場合というのはちょっと言えませんけれども、財政的な状況を

見ながら、それぞれ内容の見直しはあると思います。 

 以上です。 

 ほかにありませんか。首藤さん。 

 医療費助成を廃止するということで、前回７月の協議会ですか、差戻ししました

わけです。それから３カ月たっているんですけれども、今、当局の話では、その間

現場の声を聞いてないと、生活自体、まだ把握してないという今答弁がありまし

た。非常に残念です。その間財政的なことの話はされたということですけれども、

実態把握というのをされてなかったということに非常に残念に思います。 

 先ほど福本議員も言われましたけれど、私のほうも個人的に施設やそういう方の

お話しを伺いに行きました。療育手帳のＢ１、Ｂ２所持者の人とは、生活していく

中でどういうレベルの人か、施設に尋ねました。そしたら、福本議員もおっしゃい

ましたけれど、やはり自分で金銭管理や健康管理ができない。家事とか自立支援、
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対人関係など、生きていく上で物質面、精神面でも第三者の援助が必要であるとい

うことをお聞きしました。要するに弱者なんです。 

 医療費助成が廃止されると医療費負担が重くなって、検診にも行きづらくなっ

て、その結果、重症化していきます。そうなると、医療費の抑制よりも医療費の増

額を招く結果になっていきます。福祉では、出費を削減できても医療費ではそれ以

上の赤字を拡大する危機に陥っていくと私は思います。目先だけ見て全体を見てな

いからだと思います。 

 緊縮財政だからこそ医療費助成を削ることより、逆に、多額の医療出費を招くこ

の矛盾に私は目をつむるわけにはいきません。本当に必要なものを見極めることが

できないと福祉は成り立っていかない。そういうことを言って、この提案には私は

反対します。 

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ほかにはないようですが、これ今までこの協議会ではあまりやったことがありま

せんでしたけども、採決をするのに当たりまして、意見がどうしても食い違うとい

うことであれば、挙手採決でもしなければいけないかなと。もう最後になりまして

こういうことになったわけですけれども、これは意見がなかなか整わないような気

がいたします。したがって、ご異議ありませんかと言っても異議があるわけですか

ら、ここで、申し訳ありませんが、挙手による採決をさせていただきます。 

 これは議会等でいいます特別決議と同じでありまして、３分の２以上の賛成が必

要であります。したがって、これから原案について私がお諮りしますので、重度心

身障害者医療費助成のこの合併時に統合するよう調整するが、小林市のみの単独助

成事業分については合併時に廃止する方向で調整する。これは原案でございます。

したがって、この原案に賛成の委員の皆さんの挙手をお願いいたします。 

〔賛成者挙手〕 

 挙手少数であります。したがって、このことについては再度検討するということ

になろうかと思いますが、しかしあと一回しか。 

 ここで暫時休憩させていただきます。このままでは１つ積み残しが出てきそうな

ので。 

 各町、市で意見を調整をしていただくわけにはいきませんか。ここでいきなり今

みたいに挙手採決しますと、事情が分からないまま手を挙げられない方もいらっし

ゃいますので。どうぞ、清水さん。 

 今みんなでよろしいということになれば財政的にはよろしいということになるん

ですか。みんながいいとすれば。そこ辺の調整ができちょらんとにいいですよとい

うことにはならんですけれども、そこら辺たいが予算的なものでこういうことにな

るということですから、予算の範囲内が許される範囲内の中にあるということで、

そんなにないと思いますけれども。 

 暫時休憩いたします。 

午後１時５３分休憩～ 

 どうぞ、休憩中で。 

 賛否をとったわけですね。で賛成少数ですよね。いわゆる１,２２０何万です

ね、これでいきなさいよという声が大きいわけでしょう。そしたらそれで調整し

て、文書を休憩時間で提案されたらいかがですか。それで結論、白か黒かとったわ

けですから。私はそういうふうに理解します。高原、野尻も広げなさいよと言って

るわけですから。 

 これはまあ小林だけがやっていた問題でして、高原と野尻はこういうのがなかっ

たんです。ですから、最初から、高原、野尻さんではあまり関係がないように思っ

ていらっしゃるでしょうが、私のところは、続けるとしても小林だけ続ければそれ

は９００幾らで──万ぐらいで済むんでしょうが、これ合併すると一緒にやらざる

を得ないんで、当然そこに４００何万円の増が出てくるわけでございます。したが
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って、財政的な見地からいろいろ検討したんだけれども、原案は前のとおりで出さ

ざるを得なかったというのが部会のご意見のようなんですけれども。 

 ちょっとマイクロフォンを使って。ちょっと声が聞こえない。 

 都城は２分の１にされたというような説明を受けたんですが、これを小林市も同

額、その２分の１にしてもらうと、小林市の持ち分より２００万ほど少なくなるん

じゃないかと思いますが、そういう意見なんですけれども、どうなんでしょうか。 

 先ほど私が意見を求めたのは、小林では勉強会の折に３つの意見が出ました。し

たがって、そういう意見が、今おっしゃった、西道さんがおっしゃったその２分の

１案が出てくるかなと、あるいは原案のとおりでいいじゃないかという案、そして

廃止という３つの案が、これ採決をしてもそれぞれが３分の２をとるちゅうことは

非常に難しそうなので、どうすればいいかなと思って今頭を悩ましているんです

が。確かに２分の１案というのもあるんです。（発言する者あり） 

 今事務局にちょっと協議をさせますので、ちょっと１０分まで、２時１０分まで

休憩いたします。 

午後２時１０分再開 

 引き続きまして会議を開きます。 

 ３１号の１の部分的な問題でありますけれども、重度心身障害者医療助成費につ

きまして、原案はこれを廃止するということでお諮りいたしましたが、賛成少数で

これは否決をされましたので、再度お諮りしたいと思うんですが、先ほど意見とし

て２分の１案、つまり都城さんが、とっておられるような案でいかがかという意見

が小林市のほうから出ました。そのことについて、大体まとまるっていうと語弊が

ありますけれども、私のほうで議案を今用意させますけれども、あらかじめ皆さん

方のご意見をちょっと伺っておきたいと思いますが、野尻町さんはいかがでござい

ますか。２分の１案で大体よろしゅうございますか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 はい。高原町さんはいかがですか。よろしいですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 小林さんはよろしいですか。松元さん。 

 先ほども質問があったんですけれども、財政の観点から、きっぱり切るというこ

とのようだったんですけれども、私はもっともっと障害者のいる、障害者本人もさ

ることながら、家庭を含めて、ほんとに大変ですよ。１８年度からいろいろ法律も

変わりましたね。ますます厳しい状況に追い込まれています。私はここのところは

ほんとに担当課はしっかり把握してほしいと思う。それなしにただ財政面から切る

というのは、電卓をたたけば簡単でしょう。僕はそこのところはやっぱり行政の、

厳しい中ででもそこのところは手を差し伸べるんだという政策があってしかるべき

だと、そういう意見だけはぜひ申し上げておきたいと思います。 

 ご意見として受けとめておきたいと思います。 

 それでは、２分の１案が大勢のように私は受けとめました。したがって、正式な

議案を提案を申し上げます。 

 暫時休憩します。 

午後２時１２分休憩～午後２時３０分再開 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 議案の配付漏れはありませんか。──それでは、協議会の責任におきまして修正

案をつくり提案をいたします。 

 ３１号の１でありますが、重度心身障害者医療費助成の項につきまして、合併時

に統合するように調整する。ただし、小林市のみの単独助成事業分については現行

補助率の２分の１とする方向で調整する。ご提案を申し上げます。 

 では、お諮りいたします。ただいま提案を申し上げました議案について、このと

おり確認するにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 



 

- 36 - 

会長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

会長 

事務局 

 

 

 

 

 ご異議なしと認めます。よって、３１号の１でありますけれども、修正案をもっ

て終結をさせていただきます。 

 以上で、お諮りすべき案件はすべて本日分については議了いたしました。あと確

認事項だけが残っております。事務局より確認事項を願います。 

 確認事項でございますが、３６ページの第９回の小林市・高原町・野尻町合併協

議会が１０月３０日の木曜日、午後１時３０分より高原町総合保健福祉センター

「ほほえみ館」の神武ホールで開かれる予定でございますので、ご配慮のほどお願

いいたします。 

 それと、本日の協議をもちまして委員さんたちのご努力により９８％が終了した

ことを追加として報告いたします。 

 以上です。 

 ありがとうございました。 

 それでは、堀会長、どうもありがとうございました。 

 皆さん、長時間にわたり本当にお疲れさまでした。 

 以上をもちまして、第８回協議会のすべてを終了いたします。 

 なお、お帰りの際は交通事故等に気をつけてお帰りください。お疲れさまでし

た。 

午後２時３３分閉会 
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